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平成２２年度一般会計補正予算（第１号）

◇担い手育成・確保対策整備
交付金事業

９，６１４万円
国の担い手育成・確保対策整備
交付金事業補助金を活用し、ハー
ド面に対する支援を総合的に実施
する。
（事業内容）
・新規就農者補助事業

４件 １，２０５万円
・融資主体型補助事業

３６件 ４，６５９万円
・共同利用施設補助事業

２件 ３，７５０万円

◇コミュニティ助成事業費 ８２０万円
宝くじの事業収入を財源とし、自治会などが
行うコミュニティ活動に助成するもの。
（事業内容）
・萩の本自治会（吾妻町） ２５０万円
公園整備（地盤整備、芝張、ブロックなど）

・神代鍋島塾（国見町） ２３０万円
まちおこし備品購入（よろい、かぶと等）

・西里自治会（国見町） １００万円
伝統芸能「浮立」備品整備（太鼓、笛など）

・布江自治会（吾妻町） ２４０万円
伝統芸能「浮立」備品整備（太鼓、台など）

◇商品券発行事業費補助金

１，１３２万円
雲仙市商工会が実施する商品券
発行事業に対して、市が補助金を
交付する。
（事業内容）
・プレミアム商品券発行事業
（発行総額１億１千万円）

１，０７６万円
・共通商品券発行事業 ５６万円
（発行総額５千万円）

平成２１年度一般会計補正予算（第９号）

補正後予算額

１，０９７，０７３
２０２，８３１
２５５，０３７

０

補正予算額

６２，０００
２０２，８３１
△３２，７６０
△４１７，９１９

補正前予算額

１，０３５，０７３
０

２８７，７９７
４１７，９１９

項 目

市民税 個人 現年度分
地域活性化・公共投資臨時交付金
安全・安心な学校づくり交付金
減債基金繰入金

補正後予算額

７８２，２７４
２６，０３０
１１，０７８
４０１，７４１

補正予算額

７５７，４９１
△３，９０４
△１２，４５６
△９９，７８１

補正前予算額

２４，７８３
２９，９３４
２３，５３４
５０１，５２２

項 目

減債基金積立金
雲仙市営農環境システム整備事業
市道小浜仁田峠循環線利用適正化事業
安全・安心な学校づくり交付金事業

＜主な歳入＞ （単位：千円）

＜主な歳出＞

西里自治会（国見町）「浮立」
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議決結果

採 択

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

修正可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

件 名

入札参加資格に関する請願

専決処分した事件の承認について（雲仙市税条例の一部を改正する条例）

専決処分した事件の承認について（雲仙市過疎地域における固定資産税の課税
免除に関する条例の一部を改正する条例）
専決処分した事件の承認について（雲仙市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例）
専決処分した事件の承認について（平成２１年度雲仙市一般会計補正予算（第９
号））
専決処分した事件の承認について（平成２１年度雲仙市国民健康保険特別会計補
正予算（第５号））
専決処分した事件の承認について（平成２１年度雲仙市老人保健特別会計補正予
算（第２号））
専決処分した事件の承認について（平成２１年度雲仙市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第２号））
専決処分した事件の承認について（平成２１年度雲仙市簡易水道事業特別会計補
正予算（第５号））
専決処分した事件の承認について（平成２１年度雲仙市下水道事業特別会計補正
予算（第５号））
専決処分した事件の承認について（平成２１年度雲仙市と畜場特別会計補正予算
（第１号））
専決処分した事件の承認について（平成２１年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補
正予算（第４号））

雲仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

雲仙市歴史資料館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例について

平成２２年度雲仙市一般会計補正予算（第１号）案について

平成２２年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）案について

平成２２年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第１号）案について

平成２２年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第１号）案について

平成２２年度雲仙市水道事業会計補正予算（第１号）案について

公有水面埋立てに関する意見について

岳辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

宮ノ地辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について

金山・八斗木辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

守山高部辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

山田高部辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

損害賠償の額の決定及び和解について

平成２２年度雲仙市一般会計補正予算（第２号）案について

工事請負契約の締結について

議案番号

請願 第１号

第 ４７ 号

第 ４８ 号

第 ４９ 号

第 ５０ 号

第 ５１ 号

第 ５２ 号

第 ５３ 号

第 ５４ 号

第 ５５ 号

第 ５６ 号

第 ５７ 号

第 ５８ 号

第 ５９ 号

第 ６０ 号

第 ６１ 号

第 ６２ 号

第 ６３ 号

第 ６４ 号

第 ６５ 号

第 ６６ 号

第 ６７ 号

第 ６８ 号

第 ６９ 号

第 ７０ 号

第 ７１ 号

第 ７２ 号

第 ７３ 号

平成２２年第２回雲仙市議会定例会 議決結果
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今回提案された国民健康保険税条例改正案は次のとおりで、

一度に大幅な引き上げの条例案が提出されました。

被保険者の税負担緩和のため、所得割の引き上げ率を半分とする修正案
を文教厚生常任委員会で可決し、本議会で賛成多数により可決されました。
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国保税所得割引き上げの比較

○平成２１年度国保税の所得割

１０．３％（医療分７．５％、支援分１．５％、介護分１．３％）

○平成２２年度改正案の所得割；１０％引上げ

１１．４％（医療分８．２％、支援分１．７％、介護分１．５％）

○議会修正案の所得割：５％引上げ

１０．９％（医療分７．９％、支援分１．６％、介護分１．４％）

・課税限度額：医療費分３万円、後期高齢者支援１万円を引き上げ

課税限度額計６９万円を７３万円に

・所 得 割 額：１０％、平等割額：５％、均等割額：５％を引き上げ

合 計

１０．３％

３５．０％

３６，４００

３５，６００

６９０，０００

税 率（額）

介護分

１．３％

５．０％

７，４００

４，６００

１００，０００

支援分

１．５％

６．０％

５，０００

６，６００

１２０，０００

医療分

７．５％

２４．０％

２４，０００

２４，４００

４７０，０００

区 分

所得割

資産割

均等割

平等割

課税限度額

合 計

１１．４％

３５．０％

３８，３００

３７，５００

７３０，０００

税 率（額）

介護分

１．５％

５．０％

７，８００

４，８００

１００，０００

支援分

１．７％

６．０％

５，３００

７，０００

１３０，０００

医療分

８．２％

２４．０％

２５，２００

２５，７００

５００，０００

区 分

所得割

資産割

均等割

平等割

課税限度額

合 計

１０．９％

３５．０％

３８，３００

３７，５００

７３０，０００

税 率（額）

介護分

１．４％

５．０％

７，８００

４，８００

１００，０００

支援分

１．６％

６．０％

５，３００

７，０００

１３０，０００

医療分

７．９％

２４．０％

２５，２００

２５，７００

５００，０００

区 分

所得割

資産割

均等割

平等割

課税限度額

国民健康保険税条例改正案
議会で修正可決

【所得割額１０％引上げを５％に】

平成２２年度改正案平成２１年度
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論討成賛論討成賛

論討対反論討成賛

●厳しい経済情勢の中で農業・漁業・商工業者の

皆さんは頑張っておられますが、所得の伸びはな

かなか望めない状況にあります。今、国民健康保

険税の滞納額が５億３千万円あり、毎年約５千万

円が新たに滞納になっている現実がある。

そんな中に、一度に大幅な国保税を上げるので

はなく、少しでも軽減するためにも一層の滞納額

の収納に努めてもらいたい。それによって市民皆

さんのご協力をより得るためにも大切であると考

える。よって議会の修正案に賛成する。

（小田孝明議員）

●今回提案された国保税の改正案は、課税限度額

を４万円引き上げ、また所得割１０％、平等割５％、

均等割５％と一度に大幅な引き上げとなっている。

修正案は被保険者の税負担の緩和のため、所得割

を５％に引き下げる案となっている。

基金も３億円が確保でき、滞納分の徴収努力に

より財源確保も可能性がある。国保財政の厳しい

中、税の改正はやむを得ないが、修正案は被保険

者の生活を守り、段階的な税改正により、安定し

た国保運営が持続できると判断し、修正案に賛成

する。 （浦川康二議員）

●原案も、修正案も、市民の負担は重く、とても

払える国保税にならないので反対する。

国保財政を黒字にするためには、引き上げは必

要なのかも知れないが、肝心要の加入者の実態を

まったく見ていないとしか思えない。

政令減額の対象者が多いこと、滞納者が多いこ

とを見ても国保税が高すぎることは明らかである。

引き上げどころか引き下げるべきである。

よって修正案に反対である。

（上田 篤議員）

●国保税滞納の収納は県下一位である。しかし努

力されても毎年約５千万円の滞納が増えている。

原因は徴収を口座振替に頼った結果だと思われる。

市の計画通り増税してもその半分は滞納分の穴埋

めに使われるとしたら、税の公平から見ても非常

におかしい。今後は徴収方法の改正を図り徴収率

の向上と、医療費の低減化、特定検診率の向上、

将来の国保制度の一元化等に努力すべきである。

それまでは穏やかな税の改正で臨むべきで修正案

に賛成する。 （柴田安宣議員）

討 論

２５

松
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文

昭

○

○

○

○

２４

中

村

一

明

○

○

○

○

２３

中

村

勲

○

○

○

○

２２

岩

永

基

和

○

○

○

○

２１

町

田

誠

○

－

○

○

２０

福

田

大

東

○

●

○

○

１９

岩

下

勝

○

●

○

○

１８

小

田

孝

明

○

○

○

○

１７

柴

田

安

宣

○

○

○

○

１６

井

上

武

久

○

○

○

○

１５

元

村

康

一

○

●

○

○

１４

小

畑

吉

時

○

●

○

○

１３

大
久
保

正

美

○

○

○

○

１２

前

川

治

○

●

○

○

１１

森

山

繁

一

○

○

○

○

１０

町

田

康

則

○

●

○

○

９

上

田

篤

●

●

○

○

８

前

田

哲

○

○

○

○

７

深

堀

善

彰

○

●

○

○

６

大
久
保

信

一

○

○

○

○

５

浦

川

康

二

○

○

○

○

４

平

野

利

和

○

○

○

○

３

酒

井

恭

二

○

○

○

○

２

坂

本

弘

樹

○

●

○

○

１

林

田

哲

幸

○

●

○

○

議席番号

表
決
数

２４：１

１４：１０

２５：０

２５：０

結

果

承認

修正
可決

可決

可決

専決処分した事件の承認（平
成２１年度一般会計補正予算（第
９号））
国民健康保険税条例の一部を
改正する条例
平成２２年度一般会計補正予算
（第１号）
工事請負契約の締結
（重要文化財旧鍋島家住宅長
屋門ほか４棟保存修理工事）

◆雲仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案に対する修正案◆ 可決

賛 否 表

○は賛成 ●は反対 ▲は欠席 －は棄権

雲仙市議会だより●第２１号（平成２２年８月）5



意意見見書書 平成２２年第２回臨時会（５月１８日）で可決

諫早湾干拓潮受堤防排水門の開門に反対する意見書
平成２０年３月に完成した国営諫早湾干拓事業は、幾多の豪雨や高潮により尊い生命や財産を奪

われ多大な農業被害などを受けてきた雲仙市民にとって永年の悲願であった。
平成９年の潮受堤防の締め切り後は、その防災効果が遺憾なく発揮され、地元住民はようやく

安心して眠ることができるようになったと喜んでいる。また、新干拓地では意欲ある農業者によ
る大規模営農が開始され、背後地においても農地の汎用化による転作や施設栽培が拡大している。
平成２０年７月の常時開門を命じた佐賀地裁の判決が示された際に、国はこれを不服として控訴

し、開門調査の環境アセスメントの準備が進められている中で、平成２２年４月２８日に政府・与党
の諫早湾干拓事業検討委員会は「開門調査を行うことが至当と判断する」との報告書を赤松農相
に提出した。
このような国の動向は、地元住民にとって開門への不安を煽るだけであり、決して容認される

ものではない。
平成１４年の短期開門調査では、有明海全体への影響は認められないといった結果がすでに報告

されており、有明海疲弊の原因を解明するためには有明海全体の検証が必要である。
地元住民は開門が及ぼす堤防内外への被害を懸念しており、防災や農業、漁業、環境等への影

響を正確に検証するための環境アセスメントの実施が不可欠と考えている。
よって、国におかれては、雲仙市の実情と考えを十分に理解していただき、有明海の漁場や農

業をはじめ、背後地の人々の安全・安心な生活を脅かすような開門を絶対に実施しないよう強く
求める。
以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。

平成２２年５月１８日
長崎県雲仙市議会

内閣総理大臣 鳩山由紀夫 様
農林水産大臣 赤松 広隆 様
環境大臣 小沢 鋭仁 様
内閣官房長官 平野 博文 様
衆議院議長 横路 孝弘 殿
参議院議長 江田 五月 殿

請請願願 今定例会で審議した結果

（請願）◎入札参加資格に関する請願
提 出 者：雲仙市災害連絡協議会

会長 柴�伊喜蔵
紹介議員：町田 康則

中村 勲

趣 旨：雲仙市内に本社を有する業者で工
事ができない特殊工事を除いては、雲仙市内
に本社を有する業者内での入札参加となるよ
う配慮を願うもの。

採決結果：採 択

6雲仙市議会だより●第２１号（平成２２年８月）



常任委員会報告
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

承
認
３
件
、
原
案
可
決
６

件
と
決
定
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承

認
（
平
成
２１
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
））

主
な
も
の
と
し
て
、
歳
入

で
は
市
民
税
、
特
別
交
付
税

の
増
額
、
地
域
活
性
化
・
公

共
投
資
臨
時
交
付
金
の
新
規

計
上
、
減
債
基
金
繰
入
金
の

減
額
、
歳
出
で
は
減
債
基
金

積
立
金
の
増
額
、
過
誤
納
等

返
還
金
の
減
額
な
ど
を
計
上
。

質
疑

地
域
情
報
通
信
基
盤

整
備
推
進
交
付
金
の
減
額
理

由
は
。

答
弁

当
初
計
画
で
は
伝
送

路
を
国
見
電
話
局
か
ら
田
代

原
へ
引
く
と
予
定
し
て
い
た

が
、
平
成
２１
年
１２
月
に
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
が
鳥
甲
山
に
基
地

局
を
設
置
す
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
伝

送
路
を
引
い
た
方
が
経
費
的

に
も
安
く
な
る
た
め
、
今
回

減
額
し
、
平
成
２２
年
度
へ
繰

り
越
し
て
事
業
を
行
い
た
い
。

質
疑

携
帯
電
話
不
感
地
帯

の
状
況
は
。

答
弁

田
代
原
地
区
、
岳
地

区
、
小
田
山
地
区
を
把
握
し

て
お
り
、
そ
の
地
区
に
つ
い

て
は
、
携
帯
電
話
事
業
者
の

努
力
に
よ
り
解
消
に
向
か
っ

て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
つ
い

て
も
事
業
者
が
県
な
ど
か
ら

の
情
報
を
元
に
計
画
的
に
解

消
を
進
め
て
い
る
た
め
。

質
疑

徴
税
事
務
費
に
お
い

て
確
定
申
告
時
に
お
け
る
臨

時
職
員
雇
用
の
執
行
残
に
伴

う
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

申
告
時
に
待
ち
時
間
が
あ
ま

り
に
長
く
、
職
員
の
手
も
足

り
な
い
と
聞
い
た
が
、
職
員

の
増
員
は
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

答
弁

受
付
・
事
務
整
理
な

ど
は
通
常
の
臨
時
職
員
で
対

応
で
き
る
と
思
う
が
、
確
定

申
告
の
受
け
付
け
に
は
専
門

的
な
知
識
・
経
験
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
よ
う
な
経
験
者

や
Ｏ
Ｂ
も
少
な
く
、
引
き
受

け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

質
疑

低
公
害
車
低
排
出
ガ

ス
車
更
新
事
業
の
対
象
車
両

に
つ
い
て
は
。

答
弁

平
成
２１
年
度
の
購
入

実
績
と
し
て
軽
貨
物
自
動
車

７
台
、
軽
乗
用
自
動
車
７
台
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
普
通
乗
用

自
動
車
２
台
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
の
小
型
乗
用
自
動
車
１
台
、

小
型
乗
用
自
動
車
ク
リ
ー
ン

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
１
台
、
小
型

乗
用
車
低
排
出
ガ
ス
車
１
台

の
計
１９
台
を
購
入
し
て
い
る
。

質
疑

公
共
施
設
地
上
デ
ジ

タ
ル
対
象
事
業
は
終
了
し
て

い
る
の
か
。

答
弁

教
育
委
員
会
所
管
以

外
の
主
な
施
設
に
つ
い
て
は

終
了
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
が

７２
台
で
あ
っ
た
。

平
成
２２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

主
な
も
の
と
し
て
、
歳
入

で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
補
助
金
の
新
規
計
上
、
歳

出
で
は
人
事
異
動
に
伴
う
職

員
人
件
費
の
組
み
替
え
及
び

共
済
組
合
短
期
負
担
金
率
の

改
定
に
よ
る
補
正
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
等
を
新
規

計
上
し
た
も
の
。

質
疑

職
員
人
件
費
に
お
い

て
早
期
退
職
者
５
名
、
失
職

者
１
名
に
よ
る
減
と
な
っ
て

い
る
が
、
業
務
に
支
障
は
。

答
弁

人
事
調
整
終
了
後
、

急
遽
の
退
職
者
が
３
名
で
、

影
響
は
あ
る
が
全
体
を
３
５

０
人
へ
向
け
て
調
整
し
て
い

る
過
程
で
あ
り
、
毎
年
こ
の

よ
う
な
状
況
は
発
生
す
る
の

で
は
な
い
か
。

質
疑

職
員
の
新
規
採
用

者
・
退
職
者
の
人
数
に
つ
い

て
。

答
弁

平
成
２１
年
度
中
の
退

職
者
が
失
職
者
も
含
め
１４
名
、

平
成
２２
年
度
の
新
規
採
用
者

が
４
名
、
任
期
付
職
員
採
用

が
１
名
あ
り
、
毎
年
定
年
退

職
が
１５
名
、
早
期
退
職
５
〜

１０
名
の
計
２０
〜
２５
名
程
度
の

退
職
が
生
じ
て
お
り
、
定
年

退
職
者
の
３
分
の
１
を
目
途

に
採
用
計
画
を
行
っ
て
い
る
。

質
疑

一
般
職
を
常
勤
職
員

と
し
て
採
用
す
る
場
合
は
地

方
公
務
員
法
に
そ
っ
て
、
公

募
な
ど
の
手
続
き
を
踏
む
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
公
募

を
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁

国
土
交
通
省
の
割
愛

職
員
に
つ
い
て
は
、
専
門
的

な
知
識
を
有
し
た
職
員
を
招

い
て
２
年
間
、
市
の
土
木
職

員
の
技
術
向
上
、
設
計
図
書

の
審
査
、
指
導
を
目
的
に
、

ま
た
、
元
県
職
員
の
特
定
任

期
付
職
員
に
つ
い
て
は
、
２

年
間
、
市
の
指
針
で
あ
る
中

期
財
政
計
画
を
つ
く
る
た
め

の
基
礎
と
な
る
事
業
の
評
価
、

事
務
の
棚
卸
し
な
ど
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
高

い
見
識
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
た
め
採
用
し
た
。
定
年

ま
で
雇
用
す
る
時
は
、
公
募

な
ど
で
採
用
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
今
の
職
員
の
レ
ベ
ル

を
高
め
る
た
め
に
は
国
・
県

と
の
調
整
を
し
、
い
ろ
ん
な

実
務
を
経
験
す
る
こ
と
が
、

職
員
に
一
番
い
い
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
う
。
今
回
の
件

は
、
今
後
の
反
省
点
と
し
て
、

議
会
・
委
員
会
に
相
談
し
な

が
ら
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

総

務

審議結果

承認

原案可決

原案可決

付 託 案 件

専決処分した事件の承認（税条例の一部を改正する条例）ほか

２件

平成２２年度一般会計補正予算（第１号）案

岳辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定ほか４件

雲仙市議会だより●第２１号（平成２２年８月）7



常任委員会報告
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

承
認
６
件
、
原
案
可
決
４

件
、
修
正
可
決
１
件
と
決

定
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承

認
（
平
成
２１
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
９
号
））

質
疑

生
活
保
護
費
返
還
金

に
つ
い
て
、
返
還
理
由
と
対

象
世
帯
数
は
。

答
弁

生
活
保
護
受
給
者
の

年
金
受
給
や
働
き
に
よ
る
収

入
が
、
後
日
判
明
し
た
た
め

に
返
還
が
生
じ
た
も
の
で
、

対
象
者
１６
件
で
あ
る
。

質
疑

中
国
残
留
邦
人
生
活

支
援
給
付
事
業
に
つ
い
て
雲

仙
市
内
の
対
象
者
数
と
支
援

内
容
は
。

答
弁

対
象
者
数
は
１
名
で

あ
り
、
支
援
内
容
は
生
活
支

援
給
付
や
、
医
療
支
援
給
付

で
あ
る
。

質
疑

ふ
れ
あ
い
の
村
運
営

費
の
減
額
に
つ
い
て
陶
芸
用

窯
を
購
入
し
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
減
額
と
い
う
こ
と
だ

が
、
購
入
し
な
か
っ
た
理
由

は
。

答
弁

ふ
れ
あ
い
の
村
に
つ

い
て
は
現
在
、
ふ
れ
あ
い
の

村
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
、

今
後
の
方
針
的
な
も
の
の
審

議
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
検

討
委
員
会
の
答
申
が
ま
だ
出

て
い
な
い
の
で
、
購
入
し
な

か
っ
た
。

雲
仙
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

質
疑

平
成
１９
年
度
に
国
保

税
の
改
定
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
今
年
度
ま
で
改
定
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
は
。

答
弁

平
成
１９
年
度
に
改
定

後
、
経
済
不
況
と
な
り
、
市

民
の
所
得
が
下
が
る
中
、
改

定
を
行
っ
た
場
合
、
市
民
に

重
税
感
を
与
え
る
こ
と
と
、

国
保
運
営
協
議
会
で
の
国
保

税
据
え
置
き
が
妥
当
と
い
う

結
論
に
基
づ
き
据
え
置
い
て

い
た
。

質
疑

医
療
費
の
伸
び
が
抑

制
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、

医
療
費
は
安
定
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

平
成
２１
年
９
月
ま
で

は
伸
び
て
お
り
、
そ
の
後
減

少
傾
向
だ
っ
た
が
、
平
成
２２

年
３
月
頃
か
ら
伸
び
て
お
り
、

安
定
は
し
て
い
な
い
。

意
見

景
気
回
復
も
無
い
中
、

今
年
度
国
保
税
の
改
定
を
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
財

政
調
整
基
金
も
約
３
億
円
あ

り
、
滞
納
徴
収
額
な
ど
、
財

源
が
確
保
さ
れ
て
い
る
中
で

改
定
を
行
う
必
要
は
無
い
。

滞
納
額
が
約
５
億
３
千
万
円

あ
る
が
滞
納
徴
収
施
策
を
強

化
す
べ
き
で
あ
る
。

○
逼
迫
し
た
国
保
財
政
の
中

で
税
率
引
き
上
げ
は
や
む
を

得
な
い
が
、
被
保
険
者
の
急

激
な
保
険
税
負
担
を
考
慮
し
、

段
階
的
な
引
き
上
げ
が
望
ま

し
い
と
の
判
断
に
よ
り
、
所

得
割
の
引
き
上
げ
率
を
１０
％

か
ら
５
％
と
な
る
よ
う
な
条

例
修
正
す
る
動
議
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

原
案
に
賛
成
す
る
少
数
意

見
の
留
保
が
あ
り
、
少
数
意

見
報
告
書
の
提
出
が
あ
り
ま

し
た
。

反
対
討
論

当
然
税
は
上

げ
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
う

が
、
平
成
１８
年
度
よ
り
基
金

を
取
り
崩
し
運
営
し
て
き
た

現
状
で
、
今
回
税
率
を
改
正

し
、
滞
納
徴
収
の
体
制
の
強

化
や
医
療
費
の
抑
制
対
策
な

ど
、
平
成
２２
年
第
１
回
定
例

会
に
お
い
て
、
文
教
厚
生
常

任
委
員
会
よ
り
付
帯
決
議
を

提
案
し
、
本
会
議
に
お
い
て

可
決
さ
れ
た
。
そ
の
実
施
期

間
と
し
て
の
３
年
間
と
、
市

民
に
わ
か
り
や
す
い
税
改
正

の
方
法
と
し
て
３
年
を
目
途

に
見
直
す
と
い
う
こ
と
な
ど

か
ら
、
修
正
案
で
は
来
年
度

税
率
の
改
定
が
予
想
さ
れ
る

状
況
の
中
、
原
案
ど
お
り
改

定
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論

こ
の
不
景
気

の
中
で
執
行
部
提
案
の
税
率

に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
被

保
険
者
か
ら
見
る
と
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
上
げ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
は
理
解

で
き
る
が
、
税
率
の
修
正
を

行
い
、
段
階
的
な
引
き
上
げ

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
た
め
、

修
正
案
に
賛
成
す
る
。

平
成
２２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
案

質
疑

保
育
所
施
設
補
償
事

業
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省

が
施
工
す
る
歩
道
工
事
に
お

い
て
保
育
園
舎
の
一
部
が
支

障
と
な
り
、
園
舎
の
一
部
解

体
・
改
修
工
事
が
必
要
に

な
っ
た
た
め
の
補
償
金
で
あ

る
が
、
小
浜
町
北
野
保
育
園

に
つ
い
て
は
園
児
数
も
減
少

し
て
お
り
、
園
の
存
続
な
ど

含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
協
議

が
な
さ
れ
た
の
か
。

答
弁

北
野
保
育
園
は
現
在

社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し

て
お
り
、
存
続
問
題
に
つ
い

て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い

て
平
成
２３
年
３
月
末
で
廃
園

さ
れ
る
と
の
方
向
で
あ
る
が
、

廃
園
後
は
社
会
福
祉
事
業
な

ど
を
行
う
法
人
な
ど
を
対
象

に
公
募
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
り
、
施
設
の
有
効
利
用
の

観
点
か
ら
、
土
地
・
建
物
の

価
値
を
高
め
、
今
後
の
有
効

利
用
に
つ
な
が
る
た
め
整
備

を
行
う
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

重
要
文
化
財
旧
鍋
島
家
住

宅
長
屋
門
ほ
か
４
棟
保
存
修

理
工
事
に
係
る
工
事
請
負
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
ら

れ
た
も
の
。

意
見

厳
し
い
経
済
状
況
の

中
で
工
事
高
が
減
少
し
て
お

り
、
入
札
に
お
い
て
地
元
業

者
を
優
先
的
に
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

意
見

今
回
の
入
札
執
行
に

お
い
て
、
入
札
無
効
と
な
っ

た
業
者
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

で
、
雲
仙
市
建
設
工
事
一
般

競
争
入
札
実
施
要
綱
に
規
定

さ
れ
て
い
る
「
事
後
審
査
型

入
札
」
方
法
に
つ
い
て
、
事

前
審
査
を
含
め
、
今
後
、
入

札
に
関
す
る
要
綱
を
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

【
現
地
調
査
】

・
鍋
島
邸
（
国
見
町
）

・
土
黒
保
育
所
（
国
見
町
）

・
ふ
れ
あ
い
の
村（
小
浜
町
）

・
北
野
保
育
園
（
小
浜
町
）

文
教
厚
生

審議結果

承認

修正可決

原案可決

原案可決
原案可決

付 託 案 件

専決処分した事件の承認（国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例）ほか５件
雲仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
雲仙市歴史資料館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正
する条例について
平成２２年度雲仙市一般会計補正予算（第１号）案
工事請負契約の締結ほか１件
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常任委員会報告
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

採
択
１
件
、
承
認
４
件
、

原
案
可
決
７
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承

認
（
平
成
２１
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
９
号
））

質
疑

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

事
業
の
減
額
理
由
が
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
材
料
で
あ

る
鉄
の
単
価
が
下
落
し
た
た

め
と
の
説
明
で
あ
る
が
、
そ

の
理
由
だ
け
で
約
１
千
万
円

も
減
額
に
な
っ
た
の
か
。

答
弁

鉄
の
単
価
の
下
落
以

外
の
理
由
と
し
て
は
、
入
札

に
よ
る
減
、
及
び
県
の
事
業

か
ら
国
の
事
業
に
移
行
し
た

た
め
で
あ
る
。

質
疑

諫
早
湾
水
産
振
興
特

別
対
策
事
業
の
減
額
理
由
は
。

答
弁

ア
サ
リ
の
稚
貝
放
流

事
業
及
び
カ
キ
の
種
苗
購
入

事
業
に
お
け
る
購
入
単
価
の

減
、
及
び
瑞
穂
漁
協
が
計
画

を
し
て
い
た
漁
場
整
備
事
業

が
工
期
の
関
係
で
実
施
で
き

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

質
疑

雲
仙
市
農
林
水
産
ゆ

め
み
ら
い
事
業
（
提
案
型
）

の
減
額
理
由
と
し
て
応
募
が

少
な
か
っ
た
と
の
説
明
で
あ

る
が
、
応
募
件
数
と
採
択
件

数
は
。

答
弁

応
募
件
数
は
農
業
関

係
で
２
件
、
水
産
関
係
で
１

件
、
林
務
関
係
で
０
件
で
あ

り
、
応
募
が
あ
っ
た
も
の
は

す
べ
て
採
択
さ
れ
て
い
る
。

質
疑

歓
迎
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

整
備
事
業
に
お
い
て
、
設
計

に
つ
い
て
は
石
原
氏
と
随
意

契
約
を
行
い
、
施
工
に
つ
い

て
は
入
札
を
行
う
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
植
え
た
草
木
の

維
持
管
理
は
誰
が
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。
芸
術
品
で
あ

る
と
の
位
置
付
け
で
あ
る
な

ら
ば
、
管
理
に
お
い
て
も
設

計
を
担
当
す
る
石
原
氏
の
指

示
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

答
弁

市
で
の
管
理
と
な
る

が
入
札
に
よ
り
業
務
委
託
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

維
持
管
理
の
内
容
と
し
て
は

水
や
り
や
雑
草
の
整
理
を
考

え
て
お
り
、
樹
木
の
剪
定
等

に
つ
い
て
は
今
後
協
議
を
し

た
い
。

反
対
討
論

歓
迎
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
整
備
事
業
は
条
例
に

違
反
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

た
め
、
そ
の
補
正
予
算
が
組

ま
れ
た
本
議
案
に
は
賛
成
で

き
な
い
。

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承

認
（
平
成
２１
年
度
国
民
宿

舎
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
））

質
疑

望
洋
荘
の
経
営
状
況

が
良
好
で
あ
る
理
由
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

答
弁

平
成
２０
年
度
に
行
っ

た
改
修
工
事
に
よ
る
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
効
果
、
職
員
の

退
職
に
よ
る
人
件
費
の
減
、

料
理
な
ど
良
い
評
判
が
口
コ

ミ
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

公
有
水
面
埋
立
て
に
関
す

る
意
見

質
疑

今
後
引
き
続
き
埋
立

て
の
計
画
が
あ
る
の
か
。

答
弁

単
年
度
の
事
業
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

平
成
２２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
案

質
疑

口
蹄
疫
と
は
ど
の
よ

う
な
伝
染
病
で
あ
る
の
か
。

答
弁

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
口

の
中
に
水
疱
が
で
き
る
、
ひ

づ
め
の
間
に
炎
症
を
起
こ
す

な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
、
食

べ
た
り
動
い
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
徐
々
に

衰
弱
し
死
に
至
る
と
い
う
病

気
で
、
特
に
豚
の
感
染
力
が

強
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

質
疑

今
回
の
補
正
予
算
は

飼
料
代
を
一
部
助
成
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
１２
カ
月

を
過
ぎ
た
牛
に
つ
い
て
は
価

格
の
低
迷
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

行
政
と
し
て
何
か
検
討
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
弁

畜
産
農
家
か
ら
も
価

格
補
償
に
対
す
る
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
て
お
り
、
今
後
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

質
疑

県
南
家
畜
市
場
、
熊

本
県
家
畜
市
場
以
外
に
上
場

す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

答
弁

担
当
課
と
し
て
は
こ

の
市
場
以
外
の
情
報
は
つ
か

ん
で
い
な
い
。

意
見

今
後
家
畜
市
場
が
開

催
さ
れ
な
い
可
能
性
も
出
て

く
る
こ
と
か
ら
、
畜
産
農
家

に
対
す
る
救
済
を
早
急
に
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

産
業
建
設

審議結果

採択

承認

原案可決

原案可決

付 託 案 件

入札参加資格に関する請願

専決処分した事件の承認（平成２１年度一般会計補正予算（第９

号））ほか３件

平成２２年度一般会計補正予算（第１号）案ほか５件

公有水面の埋立てに関する意見

赤間漁港（南串山町）

木指漁港（小浜町）

雲仙市議会だより●第２１号（平成２２年８月）9
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ま
ち
だ

ま
こ
と

千
々
石
町

町
田

誠
議
員

子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

町
田
議
員

奥
村
市
長

東
市
民
生
活
部
長

口
蹄
疫
に
対
す
る

市
の
対
応
は

町
田
議
員

奥
村
市
長

奥村市政のここが聞きたい

一般質問 １７名の議員が登壇し、
市政に対する質問を行いました。

町田 誠……Ｐ１０
大久保正美……Ｐ１１
町田 康則……Ｐ１１
平野 利和……Ｐ１２
坂本 弘樹……Ｐ１２

中村 勲……Ｐ１３
井上 武久……Ｐ１３
浦川 康二……Ｐ１４
中村 一明……Ｐ１４
酒井 恭二……Ｐ１５

福田 大東……Ｐ１５
元村 康一……Ｐ１６
大久保信一……Ｐ１６
松尾 文昭……Ｐ１７
上田 篤……Ｐ１７

柴田 安宣……Ｐ１８
小田 孝明……Ｐ１８

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

最
近
、
女
性
特

有
の
疾
病
で
あ
る
子
宮
頸
が

ん
問
題
が
あ
る
。
こ
の
病
気

の
発
生
原
因
と
し
て
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
そ
の
後
子
宮
頸
が
ん

は
予
防
で
き
る
病
気
で
あ
る

こ
と
が
専
門
家
同
士
の
オ
ピ

ニ
オ
ン
で
浸
透
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
重

視
し
て
日
本
で
も
近
い
う
ち

に
産
科
あ
る
い
は
小
児
科
、

内
科
で
希
望
が
あ
れ
ば
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
行
わ
れ
る
が
、

問
題
な
の
は
接
種
費
用
で
あ

る
。
全
額
自
己
負
担
で
約
３

万
円
か
ら
４
万
円
程
度
必
要

で
、
接
種
年
齢
と
し
て
１０
歳

代
前
半
が
最
も
有
効
で
接
種

回
数
と
し
て
半
年
間
で
３
回

の
接
種
を
行
う
。
新
潟
県
魚

沼
市
で
は
自
治
体
が
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を

全
額
助
成
す
る
こ
と
が
決
定

し
た
。
市
と
し
て
の
取
り
組

み
を
聞
き
た
い
。

議
員
指
摘
の

１
０
０
％
助
成
で
あ
る
が
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
取
り
入
れ
、

今
後
の
こ
と
も
含
め
て
今
関

係
機
関
と
協
議
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ

ン
接
種
に
対
す
る
正
し
い
情

報
提
供
を
行
い
、
接
種
の
公

平
性
に
つ
い
て
も
国
県
の
動

向
を
見
て
検
討
を
進
め
た
い
。

口
蹄
疫
は
４
月

２０
日
に
宮
崎
県
で
発
生
し
た
、

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
偶
蹄
類
動

物
が
感
染
す
る
伝
染
病
で
あ

る
。
こ
の
病
気
は
伝
染
力
が

強
く
膨
大
な
経
済
的
被
害
を

も
た
ら
す
。
貿
易
の
自
由
化

が
進
展
し
外
国
か
ら
畜
産
物

あ
る
い
は
飼
料
な
ど
輸
入
が

増
え
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
完

全
に
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る

の
は
困
難
で
あ
る
。
２
カ
月

に
１
回
開
か
れ
る
子
牛
の
競

り
市
も
中
止
と
な
り
現
在
の

と
こ
ろ
開
催
の
目
処
は
立
っ

て
い
な
い
。
繁
殖
農
家
に

と
っ
て
は
莫
大
な
経
済
面
、

精
神
面
で
打
撃
を
受
け
見
通

し
が
た
た
な
い
。
現
状
で
立

派
な
後
継
者
も
で
き
意
欲
の

減
退
を
心
配
し
て
い
る
。
市

と
し
て
も
Ｊ
Ａ
な
ど
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
口
蹄
疫
対
策
促

進
の
実
態
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

市
の
対
策
、
島

原
半
島
３
市
に
お
け
る
対
策
、

県
の
広
域
対
策
に
分
け
て
協

議
す
る
。
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お
お
く
ぼ

ま
さ
み

吾
妻
町

大
久
保
正
美
議
員

臨
時
・
嘱
託
・

非
常
勤
を
含
む

職
員
人
件
費
は

大
久
保
議
員

奥
村
市
長

愛
野
小
浜
間
国

道
５７
号
の
４
車

線
拡
幅
改
良
を

大
久
保
議
員

奥
村
市
長

ま
ち
だ

や
す
の
り

小
浜
町

町
田

康
則
議
員

市
民
の
命
を
守
る

安
心
の
た
め
の

公
立
新
小
浜
病
院

の
今
後
は

町
田
議
員

奥
村
市
長

町
田
議
員

奥
村
市
長

合
併
に
お
け

る
経
費
削
減
の
大
き
な
柱
で

あ
る
人
件
費
削
減
が
逆
に
増

加
し
て
い
る
。
合
併
の
意
味

が
な
い
。
血
税
を
湯
水
の
よ

う
に
使
い
経
営
観
念
は
あ
る

の
か
不
信
感
を
持
つ
。
市
の

自
主
財
源
（
収
入
）
の
８１
％

が
さ
ま
ざ
ま
な
人
件
費
に
消

え
て
い
る
。

�
以
前
は
部
長
課
長
が
や
っ

て
い
た
採
用
試
験
を
外
部
の

試
験
官
に
や
ら
せ
て
い
る
。

�
当
直
に
地
元
か
ら
採
用
せ

ず
長
崎
・
大
村
・
諫
早
か
ら
割

高
な
人
件
費
で
採
用
し
て
い

る
。（
火
事
災
害
等
緊
急
連
絡

時
に
地
元
で
無
い
為
自
治
会

名
を
知
ら
な
い
）

�
残
業
賃
約
１
億
５
７
３
０

万
円
。
こ
れ
は
大
卒
者
を
７２

人
新
規
採
用
し
た
分
に
相
当

す
る
。（
旧
吾
妻
町
職
員
は

約
６０
人
だ
っ
た
が
そ

れ
以
上
の
人
数
）

残
業
の
多
い
部
署

は
毎
年
同
じ
部
署
で

あ
る
。
そ
の
部
署
の

人
数
を
６
人
か
ら
１５

人
に
し
て
も
残
業
は

逆
に
増
え
て
い
る
。

何
を
し
て
い
る
の
か
。

�
国
・
県
か
ら
高
額
の
職
員

を
雇
っ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
指
摘
さ
れ
る

人
件
費
は
色
々
あ
る
。
こ
の

点
の
工
夫
と
節
約
を
す
る
な

ら
ゆ
め
み
ら
い
債
（
借
金
数

億
円
）
な
ど
発
行
し
な
く
て

も
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
費

用
は
で
き
る
。

嘱
託
職
員
採
用
に
つ
い
て

業
種
（
草
刈
り
清
掃
作
業
）

に
よ
っ
て
は
作
文
は
必
要
な

い
。
作
文
の
苦
手
な
人
は
何

の
採
用
か
ら
も
漏
れ
て
し
ま

い
不
公
平
で
は
な
い
か
。

議
員
の
指
摘
の

と
お
り
増
加
し
て
い
る
。
議

会
の
声
が
あ
っ
た
こ
と
を
受

け
止
め
も
う
一
度
検
討
し
て

い
き
た
い
。

１０
年
以
上
前

よ
り
推
進
し
て
い
る
愛
野
小

浜
バ
イ
パ
ス
建
設
に
つ
い
て

は
、
島
原
半
島
出
身
の
う
た

い
文
句
で
当
選
さ
れ
た
知
事

は
「
費
用
対
効
果
が
低
い
の

で
建
設
は
難
し
い
」
と
は
っ

き
り
否
定
し
て
い
る
。

そ
れ
よ
り
も
愛
野
小
浜
間

国
道
５７
号
の
４
車
線
拡
幅
改

良
に
全
力
投
球
す
べ
き
で
あ

る
。

�
新
規
路
線
は
人
の
流
れ
が

変
わ
り
従
来
か
ら
の
町
を
疲

弊
さ
せ
る
。

�
橘
湾
が
一
望
で
き
観
光

ル
ー
ト
と
し
て
最
高
。

�
ト
ン
ネ
ル
（
１１
）
橋
（
４
）

が
無
く
バ
イ
パ
ス
に
比
べ
事

業
費
が
安
い
。

�
渋
滞
や
災
害
の
危
険
性
が

高
い
た
め
早
急
な
対
応
が
必

要
。

�
バ
イ
パ
ス
は
工
事
か
ら
全

面
開
通
ま
で
何
十
年
も
か
か

る
。
国
道
の
４
車
線
拡
幅
改

良
な
ら
出
来
た
箇
所
か
ら
離

合
場
所
に
利
用
で
き
る
。

あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

２
月
１０
日
指
定

管
理
者
三
佼
会
か
ら
来
年
の

契
約
期
間
到
来
に
伴
う
辞
退

届
け
が
出
さ
れ
た
。
２
月
１８

日
市
長
ら
が
理
事
長
と
面
談

を
し
、
そ
の
中
で
理
事
長
は
、

契
約
が
変
更
さ
れ
監
査
で
細

か
い
こ
と
ま
で
口
を
出
す
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
交
付
金

に
つ
い
て
情
報
公
開
が
な
い
。

こ
の
点
が
辞
退
の
理
由
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

監
査
報
告
書
を
み
る
と
、
�

病
院
で
は
紙
お
む
つ
の
値
段

が
３
倍
近
く
高
い
。
理
事
長

の
親
族
が
経
営
し
て
い
る
会

社
を
通
し
て
い
る
た
め
。
�

自
動
販
売
機
を
設
置
し
て
い

る
が
電
気
代
を
払
っ
て
い
な

い
。
�
テ
レ
ビ
の
契
約
も
同

様
。
�
三
佼
会
本
部
経
費
２

千
万
円
は
明
確
な
説
明
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
。
�
指
定

管
理
者
委
託
料
の
算
出
方
法

の
見
直
し
が
必
要
。
�
理
事

長
の
給
与
が
週
２
回
、
火
曜
、

木
曜
の
午
前
中
だ
け
の
非
常

勤
勤
務
状
態
で
あ
る
の
に
、

公
立
小
浜
病
院
か
ら
年
収
３

千
万
円
支
払
っ
て
い
る
。
な

ど
が
毎
年
監
査
で
指
摘
さ
れ

て
い
た
。

こ
れ
を
見
る
と
監
査
報
告

に
対
す
る
条
件
闘
争
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
病
院
の
決
算

内
容
を
見
る
と
毎
年
１
億
円

以
上
の
利
益
が
出
て
い
る
。

し
か
し
、
医
療
収
入
か
ら
医

療
経
費
（
経
費
は
医
師
・
看

護
師
な
ど
へ
の
人
件
費
、
薬

代
、
電
気
代
な
ど
）
を
引
く

と
赤
字
で
あ
る
。
だ
が
、
医

療
外
収
益
と
し
て
国
か
ら
交

付
金
を
出
し
て
い
る
た
め
黒

字
に
な
っ
て
い
る
。
赤
字
補

て
ん
を
し
な
い
と
言
い
な
が

ら
、
交
付
金
を
出
し
て
い
る

の
で
赤
字
が
出
な
い
形
に

な
っ
て
い
る
。
交
付
金
か
ら

の
負
担
金
は
両
市
で
い
く
ら

か
。

救
急
指
定
交
付

金
、
病
院
事
業
債
元
利
償
還

金
交
付
金
、
病
院
事
業
病
床

交
付
金
な
ど
で
、
平
成
２２
年

度
構
成
２
市
の
負
担
金
の
総

額
は
２
億
３
７
６
万
円
で
あ

る
。

５
月
６
日
の
病

院
の
朝
礼
で
理
事
長
が
病
院

を
縮
小
し
、
引
き
継
い
だ
時

の
状
態
に
し
て
渡
す
と
言
っ

て
お
ら
れ
、
こ
れ
は
医
師
、

看
護
師
を
雇
用
し
て
い
る
の

は
宮
崎
病
院
な
の
で
空
っ
ぽ

に
し
て
渡
す
と
し
て
、
８
月

に
２
人
、
１０
月
に
１
人
の
常

勤
医
師
を
転
勤
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。
患
者
さ
ん
や
看

護
師
、
医
師
、
地
域
の
市
民

の
方
も
大
変
不
安
に
思
っ
て

い
る
。
指
定
管
理
協
定
書
に

基
づ
く
指
定
取
り
消
し
な
ど

何
ら
か
の
行
動
を
取
ら
な
い

と
地
域
医
療
が
崩
壊
し
て
し

ま
う
と
思
う
が
対
策
は
。

管
理
者
と
し
て

一
番
大
事
な
の
は
、
周
辺
に

住
む
方
々
の
地
域
医
療
で
あ

る
。
現
実
を
受
け
と
め
て
対

策
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

国道５７号
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ひ
ら
の

と
し
か
ず

国
見
町

平
野

利
和
議
員

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
公
費
助
成
を

平
野
議
員

奥
村
市
長

障
害
者
支
援

体
制
は

平
野
議
員

酒
井
市
民
福
祉
部
長

平
野
議
員

酒
井
部
長

音声読書機「よむべえ」

野
犬
の

被
害
対
策
は

平
野
議
員

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長

東
市
民
生
活
部
長

さ
か
も
と

ひ
ろ
き

国
見
町

坂
本

弘
樹
議
員

財
政
健
全
化
は

坂
本
議
員

奥
村
市
長

畑
中
総
務
部
長

坂
本
議
員

畑
中
部
長

坂
本
議
員

溝
内
会
計
管
理
者

オ
リ
ー
ブ
を
市
の

ブ
ラ
ン
ド
商
品
へ

坂
本
議
員

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長

坂
本
議
員

奥村市政のここが聞きたい

子
宮
頸
が
ん
は

年
間
約
１
万
５
０
０
０
人
が

発
症
し
、
約
３
５
０
０
人
が

亡
く
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ

れ
て
お
り
、
全
員
の
ほ
ぼ
１

０
０
％
が
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
発
症

原
因
が
わ
か
っ
て
い
る
唯
一

の
が
ん
で
あ
る
。
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
の
有
用
性
は
明

ら
か
だ
が
、
高
額
な
自
己
負

担
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。

女
性
の
命
を
守
る
ワ
ク
チ
ン

公
費
助
成
を
。子

宮
頸
が
ん
に

対
す
る
知
識
の
徹
底
化
と
定

期
健
診
の
受
診
率
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
、
国
、

県
の
動
向
を
踏
え
な
が
ら
研

究
す
る
。

「
よ
む
べ
え
」

機
械
が
導
入
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、経
緯
と
台
数
、金
額
と

活
用
状
況
は
。

こ
の

機
械
に
つ
い
て
は
、活
字
、文

書
を
読
み
取
り
、
音
声
で
読

み
上
げ
る
も
の
で
す
。
国
見

図
書
館
、吾
妻
、愛
野
、小
浜

の
図
書
室
に
設
置
し
て
お
り
、

価
格
は
４
基
で
７９
万
３
８
０

０
円
で
１
０
０
％
の
補
助
で

あ
る
。
平
成
２１
年
度
の
利
用

状
況
は
全
館
で
４
名
で
あ
る
。

周
知
徹
底
を
し

な
い
と
、
宝
の
持
ち
腐
れ
で

は
な
い
の
か
。
税
金
を
投
入

し
て
の
機
械
導
入
で
あ
る
の

で
、
も
っ
と
市
民
の
皆
様
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

お
知
ら
せ
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
。
同
じ
く
公
明
党
が
、

視
覚
障
害
者
の
方
が
あ
ら
ゆ

る
生
活
面
で
簡
単
に
文
字
情

報
を
得
ら
れ
る
道
具
が
我
が

国
で
開
発
さ
れ
て
い
る
事
を

つ
か
み
、
全
額
国
費
で
補
助

す
る
予
算
を
獲
得
し
た
。
雲

仙
市
は
こ
の
国
費
補
助
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

「
よ
む
べ
え
」

の
購
入
を
し
て
い
る
。

山
間
部
で
農
作

物
に
対
す
る
野
犬
の
相
談
が

相
次
い
で
い
る
。
雲
仙
市
と

し
て
被
害
の
把
握
は
で
き
て

い
る
か
？
相
談
件
数
と
農
作

物
被
害
は
。

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、

特
に
野
犬
で
の
報
告
は
あ
っ

て
い
な
い
。

平
成
２１

年
度
は
３
０
９
頭
位
捕
獲
を

し
て
い
る
。
飼
わ
れ
て
い
る

方
が
、
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を

守
り
終
身
飼
養
さ
れ
る
よ
う

に
お
願
い
し
、
啓
発
し
て
い

き
た
い
。

日
本
国
の
財
政

赤
字
を
踏
ま
え
、
合
併
算
定

替
か
ら
一
本
算
定
へ
の
移
行

対
応
は
。

日
本
の
借
金
額

は
大
変
大
き
い
も
の
で
あ
り
、

財
政
の
方
向
性
に
つ
い
て
は

厳
し
い
も
の
を
感
じ
て
い
る
。

市
の
今
後
の
財
政
に
つ
い
て

は
、
基
幹
産
業
を
成
長
さ
せ
、

税
収
獲
得
に
頑
張
り
た
い
。

合
併
特
例

期
間
が
完
了
す
る
平
成
３３
年

度
以
降
予
算
規
模
９０
億
円
程

度
の
縮
減
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
選
択
と
集
中
を
基

本
に
中
期
財
政
計
画
を
確
実

に
実
行
し
、
急
激
な
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、

段
階
的
に
予
算
規
模
を
縮
小

し
て
い
き
た
い
。

市
の
資
産
・
負

債
・
資
本
が
明
ら
か
に
な
る

貸
借
対
照
表
の
導
入
は
で
き

な
い
か
。

段
階
的
に
資
産

台
帳
を
整
備
し
、
貸
借
対
照

表
を
は
じ
め
と
す
る
財
務
情

報
を
市
民
に
提
供
す
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。

市
の
基
金
を
高

率
運
用
で
き
な
い
か
。金

利
の

高
い
２
年
・
３
年
定
期
の
運

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

債
券
運
用
に
つ
い
て
は
、
基

金
の
性
質
や
活
用
状
況
を
把

握
し
慎
重
に
取
り
組
み
た
い
。

改
正
農
地
法
施

行
に
伴
い
、
農
地
の
効
率
的

な
利
用
の
確
保
が
求
め
ら
れ
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
が
す
す

め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一

環
と
し
て
、
オ
リ
ー
ブ
樹
の

植
樹
事
業
で
市
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
る
考
え
は
。

平
成
１９
年
度
に
雲
仙
市
耕
作

放
棄
地
解
消
５
カ
年
計
画
を

策
定
し
、こ
の
３
カ
年
で
２３
・

９
�
の
農
地
を
復
旧
し
有
効

活
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本

年
度
よ
り
食
の
く
に
づ
く
り

支
援
事
業
を
創
設
し
、
農
地

の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
く
。
現
在
、

様
々
な
農
畜
産
物
が
あ
る
中

で
特
定
の
作
物
を
選
定
・
奨

励
す
る
支
援
策
は
講
じ
て
い

な
い
た
め
、
オ
リ
ー
ブ
に

限
っ
て
支
援
策
を
講
じ
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
現
在

活
用
で
き
る
事
業
と
し
て
は
、

国
の
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用

緊
急
対
策
事
業
、
市
の
食
の

く
に
づ
く
り
支
援
事
業
に
て

作
物
導
入
の
初
期
投
資
に
活

用
し
や
す
い
よ
う
、
補
助
率

を
２
分
の
１
に
設
定
し
て
お

り
、
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

耕
作
放
棄
地
に

オ
リ
ー
ブ
を
植
樹
す
る
た
め

に
建
設
業
の
仕
事
に
な
る
。

オ
リ
ー
ブ
を
加
工
す
る
こ
と

に
よ
り
雇
用
が
生
ま
れ
る
。

販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得

が
生
ま
れ
る
。
ま
た
、
観
光

農
園
と
し
て
の
利
用
方
法
も

あ
る
。
耕
作
放
棄
地
の
所
有

者
が
乗
り
気
に
な
る
よ
う
な

政
策
を
全
執
行
部
の
皆
で
知

恵
を
出
し
合
い
、
ブ
ラ
ン
ド

化
で
き
る
よ
う
前
向
き
に
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

オリーブ園
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な
か
む
ら

い
さ
お

千
々
石
町

中
村

勲
議
員

市
道
小
浜
仁
田

峠
循
環
道
路
関

係
に
つ
い
て

中
村
議
員

奥
村
市
長

緒
方
建
設
整
備
部
長

中
山
孝
観
光
物
産
ま
ち
づ
く

り
推
進
本
部
長

中
村
議
員

奥
村
市
長

中
村
議
員

い
の
う
え

た
け
ひ
さ

南
串
山
町

井
上

武
久
議
員

雲
仙
古
湯
地
区

街
な
み
整
備

助
成
事
業

井
上
議
員

中
山
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り

推
進
本
部
長

井
上
議
員

中
山
本
部
長

井
上
議
員

奥
村
市
長

畑
中
総
務
部
長

井
上
議
員

東
市
民
生
活
部
長

井
上
議
員

中
山
本
部
長

奥
村
市
長

井
上
議
員

平
成
２１
年
４
月

１
日
付
で
、
長
崎
県
か
ら
雲

仙
市
へ
移
管
さ
れ
、
移
管
と

同
時
に
自
動
車
等
の
通
行
料

が
、
無
料
化
さ
れ
て
、
今
年

３
月
３１
日
で
、
満
一
年
を
経

過
し
た
の
で
、
以
下
の
点
に

つ
い
て
問
う
。

１
、
通
行
料
の
無
料
化
に
伴

う
通
行
車
両
数
と
、
宿
泊
客

の
動
向
に
つ
い
て
、
平
成
２０

年
度
と
平
成
２１
年
度
の
数
字

を
明
確
に
説
明
願
い
た
い
。

２
、
通
行
料
の
無
料
化
に
伴

う
道
路
の
全
般
的
な
管
理
と
、

維
持
に
伴
う
雲
仙
市
の
経
費

負
担
に
つ
い
て
。

３
、
循
環
自
動
車
道
路
の
改

修
及
び
補
修
実
績
と
、
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
。

４
、
雲
仙
・
小
浜
地
区
を
含

め
た
雲
仙
市
全
般
に
わ
た
る

今
後
の
観
光
客
導
入
の
方
策

に
つ
い
て
。

有
料
で
あ
っ
た

平
成
２０
年
度
は
、
９
万
８
９

８
７
台
で
、
無
料
開
放
し
た

平
成
２１
年
度
は
１４
万
８
５
８

６
台
と
な
り
、
約
５０
％
の
増

に
な
っ
て
い
る
、
雲
仙
市
の

宿
泊
客
延
べ
人
数
は
、
平
成

２０
年
度
１
３
９
万
６
３
５
３

人
に
対
し
て
、
平
成
２１
年
度

は
、
１
２
７
万
６
１
８
９
人

で
、
対
前
年
比
、
７
・
３
％

減
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

観
光
客
数
の
動
向
は
、
雲
仙

市
全
体
で
、
４
０
２
万
８
７

９
８
人
で
、
３
・
６
％
の
増
、

内
日
帰
り
客
は
、
２
７
５
万

２
６
０
９
人
対
前
年
比
９
・

６
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

市
に

移
管
さ
れ
た
後
も
雲
仙
観
光

協
会
に
委
託
す
る
よ
う
予
算

化
さ
れ
て
い
た
が
、
議
会
か

ら
の
指
摘
を
受
け
て
、
嘱
託

職
員
に
よ
る
直
接
管
理
と
し

経
費
の
節
減
を
図
っ
た
。
人

件
費
、道
路
用
地
借
地
料
、事

務
所
経
費
、
巡
回
車
両
経
費
、

年
間
合
計
９
３
３
万
円
か

か
っ
て
い
る
。

島
原
半
島

ジ
オ
パ
ー
ク
を
軸
に
国
内
外

に
向
け
て
情
報
発
信
を
行
い
、

ま
ち
歩
き
な
ど
モ
デ
ル
コ
ー

ス
の
作
成
を
行
い
、
雲
仙
市

で
の
宿
泊
滞
在
時
間
を
増
や

す
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
来
年
３
月
九
州
新
幹

線
鹿
児
島
ル
ー
ト
が
全
線
開

通
す
る
の
で
多
比
良
港
を
雲

仙
市
の
海
の
玄
関
口
と
位
置

付
け
、
熊
本
県
の
新
玉
名
駅

か
ら
長
洲
港
を
経
由
し
て
雲

仙
市
を
巡
る
コ
ー
ス
等
、
新

し
い
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
長
説
明
の
数

字
は
、
市
全
体
の
数
字
と
思

う
が
、
雲
仙
小
浜
は
、
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。
車
は
、

増
え
て
も
宿
泊
客
が
減
っ
た

の
で
は
意
味
が
な
い
。

前
の
は
、
市
全

体
で
あ
る
。
雲
仙
・
小
浜
は
、

平
成
２０
年
合
計
６４
万
９
３
８

５
人
、
平
成
２１
年
５９
万
９
０

０
７
人
で
、
減
少
し
て
い
る
。

姉
妹
都
市
関
係

に
つ
い
て
は
、
次
回
に
質
問

す
る
。

国
・
市
合
わ
せ

て
３
分
の
２
の
補
助
を
受
け
、

建
物
の
改
修
を
行
っ
て
い
る

が
、
残
り
３
分
の
１
の
個
人

負
担
分
を
市
は
更
に
わ
が
ま

ち
再
生
事
業
（
費
）
か
ら
５

分
の
４
を
補
助
金
と
し
て
交

付
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
平

成
２０
年
度
は
全
額
補
助
で
あ

る
。
今
後
も
同
様
に
高
い
率

で
補
助
す
る
の
か
。

平
成
２２
年
度

も
個
人
負
担
分
３
分
の
１
の

５
分
の
４
を
補
助
す
る
予
定

で
進
め
て
い
る
。

今
、
部
長
が
読

み
上
げ
た
わ
が
ま
ち
再
生
事

業
補
助
金
交
付
要
綱
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い

る
要
綱
と
異
な
っ
て
い
る
が
、

一
部
改
正
が
な
さ
れ
た
の
か
。

フ
ァ
サ
ー
ド

整
備
事
業
を
行
う
た
め
に
要

綱
を
改
正
し
た
。

個
人
負
担
分
を

減
ら
す
た
め
要
綱
を
改
正
し

た
上
、
２
年
余
も
公
開
し
て

い
な
い
。
市
長
は
常
々
情
報

公
開
と
言
っ
て
こ
ら
れ
た
が
、

議
会
に
も
報
告
が
な
く
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
な

い
の
は
、
こ
の
事
業
を
市
民

や
議
会
に
隠
す
つ
も
り
だ
っ

た
の
か
。

こ
の
件
に
つ
い

て
は
本
当
に
申
し
訳
な
い
。

事
務
上
の

不
手
際
で
あ
り
、
大
変
申
し

訳
な
い
。

一
事
業
に
二
つ

の
補
助
金
が
重
複
交
付
さ
れ

て
お
り
、
不
当
性
が
あ
る
と

考
え
る
。
補
助
金
を
受
け
た

方
々
で
市
税
が
一
千
万
円
単

位
で
滞
納
さ
れ
て
る
と
思
う

が
、
違
っ
て
い
た
ら
指
摘
を
。

守
秘
義

務
が
あ
り
言
え
な
い
。

他
の
事
業
で
は

滞
納
が
あ
る
と
制
限
措
置
が

適
用
さ
れ
る
の
に
、
こ
の
事

業
に
は
制
限
が
な
い
の
か
。

真
面
目
な
市
民
は
き
ち
ん
と

税
を
納
め
て
い
る
。
国
立
公

園
だ
か
ら
滞
納
が
あ
っ
て
も

い
い
の
か
。
こ
う
い
っ
た
こ

と
が
本
当
に
許
さ
れ
る
の
か
。

事
業
の
目
的

が
達
成
で
き
な
い
と
判
断
し

制
限
を
し
な
か
っ
た
。
税
の

こ
と
ま
で
考
え
て
な
か
っ
た
。

怒
り
も
十
分
わ

か
り
ま
す
。
本
当
に
不
手
際

が
あ
り
、
申
し
訳
な
い
。

税
は
公
平
に
課

税
徴
収
し
て
こ
そ
公
平
性
が

保
た
れ
る
。
市
民
自
ら
納
得

し
て
納
税
す
る
よ
う
な
行
政

運
営
を
お
願
い
し
た
い
。

市道小浜仁田峠循環線
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17年度� 18年度� 19年度� 20年度� 21年度�

50億4千万�
�

52億4千万�
�
�

55億7千万�
�
�

56億9千万�
�
�

55億8千万�
�

60億�

55億�

50億�

45億�

40億�

う
ら
か
わ

や
す
じ

吾
妻
町

浦
川

康
二
議
員

庁
舎
建
設
の
方

向
性
と
決
断
の

時
期
は

浦
川
議
員

奥
村
市
長

国
保
税
の
大
幅

な
引
き
上
げ
を

減
額
せ
よ

浦
川
議
員

奥
村
市
長

浦
川
議
員

奥
村
市
長

国
及
び
元
県
職
員

の
高
額
で
の
職
員

採
用
は
必
要
か

浦
川
議
員

奥
村
市
長

浦
川
議
員

奥
村
市
長

な
か
む
ら

か
ず
あ
き

南
串
山
町

中
村

一
明
議
員

道
路
行
政
に

つ
い
て

中
村
議
員

奥
村
市
長

緒
方
建
設
整
備
部
長

中
村
議
員

緒
方
部
長

は
り
、
き
ゅ
う

施
術
費
の

助
成
に
つ
い
て

中
村
議
員

酒
井
市
民
福
祉
部
長

奥村市政のここが聞きたい

庁
舎
建
設
市
民

懇
話
会
か
ら
３
月
に
答
申
書

が
提
出
さ
れ
、
結
論
で
「
現

在
の
厳
し
い
財
政
状
況
下
に

あ
っ
て
は
ま
ず
は
市
民
生
活

に
直
結
す
る
事
業
が
優
先
す

べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
新

庁
舎
建
設
は
行
わ
ず
既
存
施

設
で
の
行
政
運
営
を
基
本
と

し
て
職
員
数
の
削
減
や
組
織

の
見
直
し
等
、
最
小
限
の
経

費
で
の
施
設
整
備
を
行
う
」

と
あ
る
が
、
市
長
は
答
申
を

十
分
尊
重
し
、
方
向
性
を
い

つ
ま
で
に
決
断
す
る
の
か
。

合
併
協
議
会
の

協
定
結
果
も
、
今
回
の
答
申

も
大
変
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
両
方
を
総
合
的
に
判
断

し
、
年
内
に
方
向
性
を
示
す
。

本
年
度
国
保
税

を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
条
例

を
提
出
し
て
い
る
が
、
こ
の

大
幅
な
引
き
上
げ
に
対
し
市

長
は
、
少
し
で
も
減
額
の
方

策
は
検
討
し
た
の
か
。

引
き
下
げ
に
つ

て
は
検
討
し
て
い
な
い
。

被
保
険
者
は
昨

年
度
約
３
・
７
％
所
得
減
で

厳
し
い
生
活
と
な
っ
て
い
る
。

基
金
残
高
も
平
成
２１
年
度
と

同
額
の
３
億
円
が
確
保
で
き

る
の
で
、
一
度
で
大
幅
な
引

き
上
げ
で
な
く
、
国
保
税
の

引
き
上
げ
率
を
５
割
若
し
く

は
３
割
減
額
を
提
案
す
る
。

議
員
の
意
見
に

つ
い
て
は
、
真
摯
に
承
っ
て

お
き
た
い
。

国
及
び
元
県
職

員
の
採
用
の
理
由
は
。

国
か
ら
は
土
木

技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た

め
、
県
か
ら
は
市
の
財
政
・

事
業
評
価
等
高
い
見
識
で
市

政
に
取
り
組
む
た
め
必
要
。

市
に
優
秀
な
職

員
が
数
多
く
い
る
、
幹
部
職

員
の
指
導
で
能
力
向
上
を

図
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た

議
会
は
行
革
と
人
件
費
節
約

の
観
点
か
ら
、
３
月
定
例
会

で
部
長
及
び
局
長
増
員
の
条

例
を
否
決
し
た
が
、
市
長
は

一
方
で
は
国
及
び
元
県
職
員

を
高
額
で
採
用
し
て
い
る
。

行
革
へ
の
取
り
組
み
は
。

合
併
特
例
債
が

切
れ
る
ま
で
の
間
、
い
ろ
い

ろ
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

い
ろ
ん
な
計
画
を
模
索
す
る

た
め
一
つ
の
人
材
投
入
と

思
っ
て
い
る
。

水
ノ
浦
小
津
波

見
線
の
今
年
度
の
計
画
と
最

終
は
何
年
頃
に
な
る
の
か
。

坂
上
奥
の
た
め
池
よ
り
赤
間

公
園
ま
で
の
進
捗
状
況
は
。

南
串
山
文
化
セ
ン
タ
ー
よ
り

京
泊
漁
港
に
通
ず
る
路
線
の

計
画
は
あ
る
の
か
。

坂
下
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
。

水
ノ
浦
小
津
波

見
線
は
国
道
２
５
１
号
に
接

合
時
点
か
ら
赤
間
運
動
公
園

ま
で
８
３
０
�
の
整
備
計
画

で
あ
る
。
進
捗
率
は
３５
％
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
２２
年
度

の
計
画
は
坂
上
奥
工
区
延
長

１
０
０
�
を
予
定
し
て
お
り
、

残
り
４
５
０
�
は
用
地
取
得

を
先
行
さ
せ
な
が
ら
平
成
２４

年
度
の
完
成
に
向
け
事
業
を

推
進
す
る
。

南
串

山
文
化
セ
ン
タ
ー
付
近
か
ら

京
泊
漁
港
ま
で
を
つ
な
ぐ
道

路
整
備
構
想
は
あ
っ
た
が
、

雲
仙
市
に
な
っ
て
か
ら
は

あ
っ
て
い
な
い
。
新
事
業
と

し
て
計
画
は
厳
し
い
と
考
え

て
い
る
。
坂
下
線
に
つ
い
て

は
大
型
事
業
と
し
て
６
路
線

を
実
施
し
て
お
り
道
路
拡
張

は
考
え
て
い
な
い
。
部
分
的

に
傷
ん
で
い
る
箇
所
は
随
時

対
応
す
る
。

京
泊
漁
港
へ
通

ず
る
道
路
は
幅
員
が
狭
く
大

型
車
両
の
通
行
に
大
変
不
便

で
あ
る
。
町
審
議
会
か
ら
も

上
っ
て
お
り
計
画
に
上
げ
て

ほ
し
い
。

漁
港
に
通
ず
る

大
型
車
は
町
の
狭
い
道
路
を

通
行
し
て
い
る
。
何
ら
か
の

策
は
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、

現
段
階
は
６
路
線
を
進
捗
中

で
あ
り
将
来
的
な
こ
と
に
な

る
。

南
串
山
町
内
に

は
施
術
院
が
な
い
た
め
加
津

佐
、
口
之
津
方
面
に
通
院
し

て
お
り
市
の
補
助
券
を
南
島

原
市
で
も
利
用
で
き
な
い
か
。

南
島

原
市
は
補
助
額
が
１
回
に
千

円
１
人
１０
回
ま
で
、
雲
仙
市

は
１
回
に
７
０
０
円
で
１
人

３６
回
ま
で
、
南
串
山
町
に
施

術
院
が
な
い
た
め
不
便
を
か

け
て
お
り
市
外
に
お
い
て
隣

町
程
度
の
指
定
が
で
き
な
い

か
、
十
分
関
係
者
と
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

年度別医療費の推移



雲仙市議会だより●第２１号（平成２２年８月）

一般質問

15

������������������������������������

さ
か
い

き
ょ
う
じ

南
串
山
町

酒
井

恭
二
議
員

答
申
を
受
け
て

の
庁
舎
建
設
問

題
の
対
応
は

酒
井
議
員

奥
村
市
長

行
政
改
革
の

進
展
は

酒
井
議
員

畑
中
総
務
部
長

奥
村
市
長

酒
井
議
員

畑
中
部
長

酒
井
議
員

畑
中
部
長

総
合
支
所
の

今
後
は

酒
井
議
員

奥
村
市
長

ふ
く
だ

だ
い
と
う

小
浜
町

福
田

大
東
議
員

外
国
語
教
育
の

実
態
は

福
田
議
員

奥
村
市
長

塩
田
教
育
長

福
田
議
員

塩
田
教
育
長

行
財
政
改
革
の

進
捗
状
況
は

福
田
議
員

畑
中
総
務
部
長

平
成
新
山
へ
の

登
山
規
制
緩
和
策
は

福
田
議
員

東
市
民
生
活
部
長

福
田
議
員

東
部
長

福
田
議
員

中
山
本
部
長

長
い
間
、
懸
案

の
庁
舎
問
題
に
つ
い
て
、
市

民
懇
話
会
の
答
申
が
３
月
に

出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
受
け
、

今
後
ど
の
様
に
し
て
、
結
論

を
導
き
出
さ
れ
る
の
か
。
結

局
の
と
こ
ろ
、
庁
舎
の
問
題

は
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る

市
財
政
の
問
題
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
懇
話
会
の
考
察
の

中
に
示
さ
れ
た
、
千
々
石
庁

舎
の
増
築
パ
タ
ー
ン
、
吾
妻

庁
舎
を
現
状
の
ま
ま
使
用
の

パ
タ
ー
ン
は
、
現
実
問
題
有

り
得
な
い
パ
タ
ー
ン
で
あ
る

と
考
え
る
が
。現

在
ま
で
財
政

的
に
厳
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り

結
論
が
出
せ
な
か
っ
た
が
、

平
成
２２
年
度
中
に
は
方
向
を

示
し
た
い
。
結
論
が
出
せ
な

か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、

三
位
一
体
改
革
だ
け
で
は
な

い
、
様
々
な
財
政
の
問
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
パ

タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
い
ろ

ん
な
可
能
性
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
現
時

点
で
は
答
え
ら
れ
な
い
。

正
職
員
削
減
は
、

計
画
通
り
に
進
ん
で
い
る
が
、

そ
の
分
、
嘱
託
職
員
の
増
員

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
計

画
通
り
な
の
か
。
将
来
、
正

職
員
数
３
５
０
人
の
時
点
で

は
、
嘱
託
職
員
３
０
０
人
と

な
ら
な
い
の
か
。

正
職
員
の

減
に
よ
っ
て
、
人
件
費
総
額

で
見
る
と
効
果
が
出
て
い
る
。

合
併
特
例
期
間

の
終
了
時
点
で
３
５
０
人
を

目
標
と
し
て
お
り
、
嘱
託
職

員
で
補
う
こ
と
は
せ
ず
、
正

職
員
で
や
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
き
た
い
。

事
務
量
の
二
割

減
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
二
割
減
に
よ
る

職
員
総
数
の
減
少
は
図
れ
て

い
な
い
が
。

合
併
時
点
で
事

務
量
が
１
５
６
４
件
だ
っ
た

が
、
平
成
２２
年
度
の
事
務
量

は
１
２
４
１
件
で
、
事
務
量

の
２１
％
の
削
減
が
で
き
て
い

る
。
し
か
し
、
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
の
拡
大
に
よ
り
、
嘱
託

職
員
が
３７
名
増
え
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
よ
る
財
政
効
果

は
。

現
在
１８
施
設
で

導
入
さ
れ
て
お
り
、
経
費
削

減
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
指

定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ
る

効
果
が
望
め
な
い
施
設
も
多

く
あ
り
、
今
後
は
施
設
の
整

理
区
分
を
進
め
て
い
く
。

年
々
、
各
総
合

支
所
で
は
、職
員
数
減
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
今
後
の
支
所

の
機
能
は
ど
の
様
に
な
っ
て

い
く
の
か
、市
民
は
不
安
が
っ

て
い
る
。現
状
で
、多
く
の
人

は
支
所
で
事
足
り
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
、

身
近
な
、背
中
の
か
ゆ
い
所

に
手
が
届
く
よ
う
な
機
能
が
、

各
支
所
に
は
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

私
も
同
意
見
で

あ
る
。

英
語
教
育
改
革

プ
ラ
ン
の
行
方
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
。国

際
化
が
進
展

す
る
中
、
児
童
生
徒
へ
の
外

国
語
教
育
は
大
変
重
要
な
教

育
施
策
で
あ
る
。
雲
仙
市
の

基
本
方
針
で
あ
る
「
明
日
を

担
う
人
づ
く
り
と
誇
り
、
ふ

る
さ
と
づ
く
り
」
の
中
の
主

要
施
策
と
し
て
、
国
際
性
豊

か
な
ひ
と
づ
く
り
を
掲
げ
、

国
際
理
解
教
育
の
推
進
と
し

て
、
外
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

や
豊
か
な
国
際
性
の
醸
成
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
の
英
語
教
育
に

お
い
て
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
昨
年
度

１
名
増
員
し
６
名
体
制
で
各

学
校
へ
の
派
遣
回
数
を
増
や

し
、
本
物
の
外
国
語
に
触
れ

る
機
会
を
よ
り
多
く
設
け
る

な
ど
、
充
実
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

従
来
か
ら
小

学
校
第
３
学
年
か
ら
第
６
学

年
で
年
間
１０
時
間
程
度
の
英

会
話
学
習
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
な
お
、
平
成
２３
年
度
か

ら
の
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、

第
５
、
６
学
年
に
外
国
語
活

動
が
新
設
と
な
る
。

予
算
の
削
減
、

廃
止
の
動
き
が
出
て
い
る
が
、

予
算
続
行
の
動
き
は
要
望
さ

れ
て
い
な
い
の
か
。

全
国
都
市
教

育
長
会
議
の
中
で
も
、
具
体

的
な
こ
と
に
つ
い
て
要
望
し

て
い
く
よ
う
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

今
経
済
不
況
、

大
企
業
で
は
人
件
費
削
減
に

躍
起
に
な
っ
て
、
ま
ず
正
社

員
を
削
減
し
、
パ
ー
ト
を
雇

う
。そ
う
い
う
形
で
一
番
や
っ

て
は
い
け
な
い
こ
と
を
や
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。事
業
の

縮
小
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

事
務
量
に

つ
い
て
は
２
割
減
っ
て
い
る
。

平
成
新
山
の
登

山
規
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

災
害
基

本
法
第
６３
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
警
戒
区
域
を
設
定
し
、

立
ち
入
り
の
制
限
を
行
っ
て

き
た
。
本
年
２
月
開
催
さ
れ

た
第
６４
次
警
戒
区
域
設
定
等

調
整
会
議
に
お
い
て
４
月
１

日
か
ら
１
年
間
の
延
長
が
決

定
し
て
い
る
。普

賢
岳
北
側
斜

面
を
活
用
し
た
登
山
ル
ー
ト

の
協
議
は
。現

在
、
現
地
調
査

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
会
議

が
年
１
回
の
た
め
基
本
的
に

そ
れ
に
向
け
て
審
議
を
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
登
山
ル
ー

ト
が
で
き
上
が
る
と
観
光
効

果
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
か
。

登
山
愛
好
家

が
五
百
万
人
か
ら
一
千
万
人

と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
い

る
。
登
山
家
に
と
っ
て
は
、

一
度
登
っ
て
み
た
い
憧
れ
の

山
だ
と
聞
い
て
い
る
。
平
成

新
山
は
新
し
い
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
な
ど
が
設
定
で
き
、

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。
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も
と
む
ら

や
す
か
ず

小
浜
町

元
村

康
一
議
員

愛
野
・
小
浜

バ
イ
パ
ス
建
設
は

元
村
議
員

奥
村
市
長

お
お
く
ぼ

し
ん
い
ち

吾
妻
町

大
久
保
信
一
議
員

口
蹄
疫
対
策
は

大
久
保
議
員

奥
村
市
長

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長

排
水
門
開
門
に

よ
る
影
響
は

大
久
保
議
員

酒
井
部
長

奥村市政のここが聞きたい

道
路
網
の
整
備

は
、
各
種
産
業
の
振
興
及
び

生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
上

か
ら
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

特
に
愛
野
・
小
浜
間
は
国
道

５７
号
が
一
本
あ
る
だ
け
で
、

広
域
農
道
も
こ
の
区
間
の
み

が
途
切
れ
て
お
り
、
災
害
時

の
代
替
ル
ー
ト
の
確
保
や
慢

性
的
な
渋
滞
解
消
策
と
し
て

も
必
要
で
あ
る
。
平
成
１１
年

に
半
島
１
市
１６
町
で
バ
イ
パ

ス
建
設
期
成
会
が
設
立
さ
れ
、

合
併
後
３
市
が
引
き
継
ぎ
、

奥
村
市
長
が
会
長
と
し
て
こ

れ
ま
で
国
や
県
等
に
要
望
を

続
け
て
い
る
。
昨
年
３
月
２３

日
金
子
知
事
に
要
望
し
た
折

に
、
県
央
地
域
へ
の
ア
ク
セ

ス
時
間
の
短
縮
や
災
害
発
生

時
の
代
替
ル
ー
ト
の
確
保
な

ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら

調
査
を
し
た
い
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
県
も
や
っ
と
動
い

た
と
期
待
し
て
い
た
が
３
月

１８
日
の
県
議
会
で
、
金
澤
議

員
の
質
問
に
対
し
中
村
知
事

（
３
月
２
日
就
任
）は
、「
検

討
の
結
果
バ
イ
パ
ス
整
備
に

よ
り
、
５
分
か
ら
１０
分
程
度

の
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
る
も

の
の
、
対
象
地
域
は
高
低
差

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ

の
ル
ー
ト
も
事
業
費
が
多
額

と
な
り
、
費
用
に
比
べ
て
便

益
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
時
間
短
縮
に
よ
る
直

接
的
な
便
益
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
便
益
に
つ
い
て
研
究

し
、
コ
ス
ト
縮
減
が
図
ら
れ

る
よ
う
検
討
し
た
い
」
と
い

う
答
弁
で
あ
っ
た
。
半
島
住

民
の
大
き
な
期
待
を
受
け
て

当
選
し
た
知
事
で
も
あ
り
、

結
論
を
も
う
少
し
遅
ら
せ
、

新
知
事
と
し
て
自
分
が
直
接

に
関
係
市
の
長
年
の
切
実
な

要
望
を
聞
い
た
上
で
出
し
て

も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

国
道
５７
号
一
本
し
か
な
い

半
島
西
南
部
の
住
民
が
望
ん

で
い
る
の
は
、
災
害
時
の
代

替
機
能
の
確
保
と
不
安
解
消

が
必
要
だ
と
言
っ
て
い
る
。

費
用
に
対
し
て
効
果
が
相
当

低
い
と
い
う
こ
と
が
理
由
で

あ
れ
ば
、
地
方
の
道
路
建
設

は
大
変
厳
し
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。
市
長
は
こ
の
答
弁

を
聞
い
て
ど
う
思
う
か
。

島
原
市
、
南
島

原
市
と
協
力
し
な
が
ら
、
半

島
地
域
の
農
業
や
観
光
な
ど

地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
上

か
ら
も
、
半
島
内
の
一
体
化

し
た
高
速
交
通
ア
ク
セ
ス
向

上
に
資
す
る
道
路
整
備
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
愛
野
・
小
浜
バ
イ

パ
ス
建
設
期
成
会
に
お
い
て

も
、
要
望
内
容
に
つ
い
て
研

究
し
、
県
や
国
土
交
通
省
と

関
係
機
関
に
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

宮
崎
県
で
、

４
月
２０
日
に
発
生
し
た
家
畜

伝
染
病
、
口
蹄
疫
は
、
確
認

以
降
多
く
の
牛
、
豚
等
の
偶

蹄
家
畜
に
感
染
し
て
い
る
。

市
、
県
の
防
疫
対
策
は
。
ま

た
市
場
中
止
に
よ
る
、
家
畜

の
滞
留
支
援
の
考
え
は
。

４
月
２０
日
に
、

宮
崎
県
で
発
生
し
た
家
畜
伝

染
病
、
口
蹄
疫
は
現
在
も
拡

大
し
、
６
月
８
日
で
発
生
件

数
２
７
９
件
、
処
分
予
定
頭

数
１８
万
５
千
頭
を
超
え
て
い

る
。
本
地
域
も
５
月
市
場
が

中
止
さ
れ
、
農
家
の
負
担
が

増
大
し
、
そ
の
対
策
を
半
島

内
の
３
市
で
検
討
し
、
感
染

防
止
に
努
め
て
い
る
。

口
蹄
疫
の
疑
似
患
畜
が
確
認

後
、
５
月
３
日
に
国
見
町
の

有
明
フ
ェ
リ
ー
に
消
毒
マ
ッ

ト
を
設
置
し
、
国
道
及
び
堤

防
道
路
の
車
両
消
毒
を
県
に

要
望
し
、
庁
舎
の
入
口
に
踏

込
槽
と
マ
ッ
ト
を
設
置
し
て

い
る
。
関
係
農
家
に
対
し
て

は
、
消
石
灰
６
袋
を
無
償
配

布
し
て
い
る
。
市
場
中
止
に

よ
る
滞
留
支
援
は
、
今
議
会

中
に
支
援
策
を
提
案
す
る
。

７
月
市
場
の
開
催
い
か
ん
に

よ
っ
て
は
、
独
自
の
支
援
策

を
検
討
す
る
。

諫
早
湾
地
域

は
、
多
く
の
集
中
豪
雨
や
台

風
に
よ
る
高
潮
に
苦
し
め
ら

れ
、
多
大
な
被
害
を
受
け
て

き
た
。
平
成
１９
年
の
完
成
後
、

安
心
安
全
な
生
活
が
確
保
さ

れ
た
。
排
水
門
開
門
調
査
が

さ
れ
た
場
合
の
影
響
に
つ
い

て
は
。

諫
早
湾
干
拓
事

業
は
、
平
成
２０
年
度
か
ら
営

農
が
開
始
さ
れ
、
入
植
さ
れ

た
経
営
体
が
平
均
１
億
円
の

投
資
を
行
い
、
環
境
保
全
型

農
業
が
意
欲
的
に
展
開
さ
れ

て
い
る
。
現
状
で
開
門
さ
れ

る
と
、
大
潮
の
満
潮
位
２
・

５
�
以
下
の
背
後
農
地
が
２

７
０
０
�
、
住
宅
８
０
０
戸

が
洪
水
等
の
被
害
を
受
け
る

恐
れ
が
あ
る
。
農
地
の
塩
害
、

潮
風
害
は
計
り
知
れ
な
く
、

農
業
用
水
の
確
保
も
で
き
な

く
な
り
、
多
く
の
影
響
を
受

け
る
と
想
定
し
て
い
る
。

車輌消毒の様子
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ま
つ
お

ふ
み
あ
き

愛
野
町

松
尾

文
昭
議
員

陸
上
競
技
場
の

建
設
は

松
尾
議
員

奥
村
市
長

庁
舎
建
設
は

松
尾
議
員

奥
村
市
長

口
蹄
疫
対
策

松
尾
議
員

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長

う
え
だ

あ
つ
し

瑞
穂
町

上
田

篤
議
員

高
す
ぎ
る
国
保
税
、

引
き
上
げ
よ
り
も

引
き
下
げ
を

上
田
議
員

奥
村
市
長

上
田
議
員

奥
村
市
長

上
田
議
員

奥
村
市
長

上
田
議
員

奥
村
市
長

井
戸
は
生
活
に

密
着
。
事
前
調

査
す
る
べ
き

上
田
議
員

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長

上
田
議
員

酒
井
部
長

上
田
議
員

地
理
的
に
も
愛

野
が
市
の
中
心
で
あ
り
、
建

設
す
る
の
は
賛
成
で
あ
る
が
、

既
存
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
潰
し

て
ま
で
、
建
設
す
る
の
は
絶

対
反
対
で
あ
る
。
他
の
場
所

に
建
設
す
る
事
を
強
く
要
望

す
る
が
。

陸
上
競
技
場
の

問
題
は
、
議
会
で
も
意
見
が

あ
り
、
そ
の
意
見
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
４
月
に
行
わ
れ

た
自
治
会
長
会
議
で
十
分
説

明
し
た
。
自
治
会
長
か
ら
の

意
見
も
重
ね
て
、
検
討
し
、

十
分
議
会
で
の
意
見
も
理
解

し
て
い
る
。

庁
舎
建
設
に
つ

い
て
は
、
庁
舎
建
設
市
民
懇

話
会
の
答
申
と
、
議
会
の
意

見
等
を
ふ
ま
え
て
、
平
成
２２

年
度
中
に
は
結
論
を
出
す
と

の
答
弁
で
あ
る
が
、
逆
に
市

長
の
考
え
を
議
会
に
提
示
し

た
ら
ど
う
か
。他

の
議
員
の
質

問
に
答
弁
し
た
と
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
見
地
か
ら
検
討
を

重
ね
て
平
成
２２
年
度
内
に
方

向
性
を
示
し
た
い
。

口
蹄
疫
は
同
僚

議
員
の
質
問
の
答
弁
で
理
解

で
き
た
が
、
今
だ
に
終
息
の

兆
し
が
見
え
な
い
。
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
場
合
平
成
１６

年
に
発
生
し
、
５
年
間
で

や
っ
と
お
さ
ま
っ
た
。
口
蹄

疫
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
他
の
家
畜
等
に
つ
い
て

も
、
防
疫
を
強
化
し
て
ほ
し

い
が
。

口
蹄
疫
に
つ
い
て
対
策
を
し

て
い
る
が
、
口
蹄
疫
に
絡
ん

で
の
話
し
で
あ
っ
て
、
普
段

か
ら
そ
う
い
っ
た
組
織
立
て

を
す
べ
き
だ
と
指
示
を
受
け

て
お
り
、
ぜ
ひ
そ
う
い
っ
た

形
で
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
確

立
を
し
て
早
く
知
ら
せ
た
い
。

国
保
税
の
滞
納

が
多
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
「
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
」
状
況
に
あ
る
。
引
上
げ

を
す
れ
ば
、
払
え
な
い
人
が

増
え
る
。
高
い
と
は
思
わ
な

い
か
。

安
く
な
い
、
と

思
う
。

国
保
税
の
引
上

げ
に
よ
り
年
所
得
２
０
０
万

円
の
世
帯
で
、
国
保
税
の
所

得
に
占
め
る
割
合
が
２
人
世

帯
で
は
、
１３
％
が
１４
・
５
％

に
、
４
人
世
帯
で
は
１６
％
か

ら
１７
％
に
な
る
。
他
の
税
金

や
年
金
を
払
え
ば
残
り
は
月

に
１０
万
円
ぐ
ら
い
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

厳
し
い
現
実
を

突
き
付
け
ら
れ
た
思
い
だ
。

社
会
保
険
、
共

済
保
険
と
比
べ
て
も
国
保
は

ず
っ
と
高
い
し
、
生
活
保
護

基
準
よ
り
も
低
い
所
得
で
も

高
い
国
保
税
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
払

え
な
く
て
も
当
然
で
は
な
い

か
。

本
当
に
厳
し
い

と
思
う
。

国
保
財
政
が
大

変
な
の
は
、
国
の
負
担
金
が

削
減
さ
れ
た
か
ら
だ
。
国
保

収
入
へ
の
国
庫
負
担
が
３０
年

前
に
６４
％
だ
っ
た
の
に
３
年

前
は
２５
％
に
な
っ
て
い
る
。

あ
る
程
度
の
見

直
し
も
必
要
か
も
知
れ
な
い
。

南
串
山
町
の
農

道
新
設
に
か
か
わ
る
井
戸
水

問
題
は
、
市
が
市
民
の
暮
ら

し
や
財
産
を
尊
重
す
る
の
か

ど
う
か
と
い
う
問
題
だ
。
井

戸
の
調
査
が
必
要
な
い
と
い

う
根
拠
は
何
か
。

環
境
影
響
評
価
法
、
長
崎
県

環
境
影
響
評
価
条
例
、
農
政

局
の
基
準
書
な
ど
を
検
討
し

て
の
結
論
で
あ
る
。

工
事
業
者
に
よ

れ
ば
、
井
戸
は
生
活
に
密
着

す
る
も
の
な
の
で
調
査
す
る

の
が
普
通
だ
そ
う
だ
。

基
礎
地
盤
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
と
い
う
会
社
が
造
っ
た

「
調
査
書
」
は
全
１７
ペ
ー
ジ

で
、
１５
ペ
ー
ジ
を
会
社
が
作

り
、
２
ペ
ー
ジ
を
市
が
作
っ

た
の
は
間
違
い
な
い
か
。

市
が
提
供
し
た

資
料
に
よ
り
そ
の
会
社
が
書

類
を
作
っ
た
。専

門
業
者
が
調

査
も
せ
ず
に
（
公
的
な
）
書

類
を
作
る
こ
と
は
、
や
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な
い

か
。
職
員
が
調
査
し
た
と
す

る
日
時
に
つ
い
て
も
、
本
人

と
の
間
で
異
な
っ
て
い
る
。

雲仙市役所
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し
ば
た

や
す
の
ぶ

愛
野
町

柴
田

安
宣
議
員

諫
早
湾
干
拓
排
水
門

の
開
門
調
査
に
関
す

る
今
後
の
対
応

柴
田
議
員

奥
村
市
長

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長

緒
方
建
設
整
備
部
長

柴
田
議
員

県
央
県
南
広
域
環
境
組
合

の
ご
み
処
理
経
費
拡
大
に

伴
う
損
害
賠
償
の
裁
判

柴
田
議
員

奥
村
市
長

お
だ

こ
う
め
い

国
見
町

小
田

孝
明
議
員

口
蹄
疫
予
防
万
全
に

小
田
議
員

奥
村
市
長

小
田
議
員

奥
村
市
長

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長

人
の
こ
こ
ろ
大
切
に

小
田
議
員

塩
田
教
育
長

小
田
議
員

市
役
所
は
個
人

商
店
で
は
な
い

小
田
議
員

畑
中
総
務
部
長

小
田
議
員

奥
村
市
長

小
田
議
員

畑
中
部
長

小
田
議
員

奥
村
市
長

そ
の
他
の
質
問
事
項

奥村市政のここが聞きたい

開
門
に
伴
う
潮

位
上
昇
で
背
後
地
の
防
災
、

田
畑
の
湿
田
化
や
一
級
河
川

千
鳥
川
、
有
明
川
等
の
危
険

性
に
つ
い
て
対
策
は
考
え
て

い
る
か
。

市
と
し
て
は
国

が
当
初
示
し
た
方
針
に
基
づ

き
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
こ
れ
を
判
断
の
第

一
要
因
と
す
べ
き
で
あ
る
と

主
張
し
て
い
る
。

現
状
の
ま
ま
開
門
さ
れ
れ
ば
、

調
整
池
に
海
水
が
流
入
し
潮

位
が
２
・
５
�
上
が
る
た
め

湿
田
化
し
て
作
付
が
不
能
に

な
る
と
予
想
し
て
い
る
。

堤
防

内
の
一
級
河
川
千
鳥
川
、
有

明
川
等
す
べ
て
の
河
川
及
び

護
岸
は
潮
位
上
昇
の
影
響
を

受
け
豪
雨
と
満
潮
が
重
な
る

と
流
域
住
宅
地
に
つ
い
て
も

被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

全
国
の
干
拓
は

水
田
だ
が
、
諫
早
干
拓
は
畑

で
あ
る
。
堤
防
内
の
潮
位
を

マ
イ
ナ
ス
１
�
に
維
持
し
て

営
農
活
動
が
で
き
て
い
る
。

開
門
で
潮
位
が
上
が
れ
ば
海

水
の
浸
透
で
塩
害
は
必
至
で

あ
る
。
ま
た
湾
内
の
水
は
干

拓
地
を
含
め
流
域
の
水
不
足

の
た
め
農
業
用
水
と
し
て
有

効
活
用
さ
れ
て
い
る
。
今
後

は
、
現
状
を
維
持
し
な
が
ら
、

地
域
と
農
、
漁
民
の
共
存
で

き
る
た
め
に
は
中
央
部
に
排

水
門
の
新
た
な
設
置
を
含
め

た
運
動
を
展
開
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

裁
判
の
原
因
は

平
成
１７
年
４
月
か
ら
平
成
２０

年
３
月
ま
で
の
３
年
間
で
運

転
管
理
費
が
、
性
能
保
証
覚

書
の
２
倍
を
越
す
１９
億
７
千

万
円
余
の
経
費
増
に
な
っ
た

こ
と
の
損
害
賠
償
裁
判
で
あ

る
。
雲
仙
市
は
年
間
約
５
億

３
千
万
円
負
担
し
て
い
る
が

裁
判
が
敗
訴
の
場
合
、
炉
の

２０
年
間
の
稼
動
で
市
民
の
新

た
な
負
担
増
が
２７
億
６
千
万

円
も
の
膨
大
な
金
額
と
な
る
。

ご
み
処
理
場
は
年
間
８
万
６

６
５
ｔ
の
ご
み
を
人
件
費
、

用
役
費
、
炉
の
補
修
費
等
の

年
間
経
費
総
額
５
億
８
７
０

０
万
円
以
内
で
稼
動
で
き
る

と
Ｊ
Ｆ
Ｅ
と
組
合
は
契
約
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
だ
か
ら
、

裁
判
は
１
０
０
％
勝
つ
の
が

当
然
で
あ
る
。
市
長
は
副
管

理
者
と
し
て
、
今
後
の
裁
判

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

裁
判
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
組
合
の
主
張
を

立
証
す
る
、
書
面
、
証
拠
を

整
え
、
抗
弁
書
を
裁
判
所
へ

提
出
を
済
ま
せ
た
と
聞
い
て

い
る
。
今
後
は
弁
護
士
と
相

談
し
な
が
ら
勝
て
る
裁
判
に

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
行
く

予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

宮
崎
県
内
の
家

畜
伝
染
病
の
口
蹄
疫
が
発
生

し
、
６
月
９
日
現
在
２
７
９

農
場
１８
万
５
９
９
９
頭
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
１２
万
頭
、
合

計
約
３０
万
頭
の
牛
・
豚
を
殺

処
分
す
る
莫
大
な
損
害
に

な
っ
て
い
る
。
市
の
予
防
体

制
と
万
一
の
こ
と
を
考
え
て

市
内
家
畜
農
家
の
和
牛
・
乳

牛
、
豚
の
家
畜
共
済
の
加
入

推
進
に
つ
い
て
は
。

５
月
２７
日
市
口

蹄
疫
防
止
対
策
本
部
を
設
置

し
た
。
家
畜
共
済
加
入
率
は

乳
用
牛
９６
・
５
％
、
肉
用
牛

９６
・
６
％
、
肉
豚
９
・
１
％

で
あ
る
。
未
加
入
分
の
助
成

は
困
難
で
あ
る
が
、
共
済
へ

の
加
入
推
進
は
行
う
。

５
月
の
家
畜
市

場
は
中
止
に
な
り
子
牛
を
抱

え
る
畜
産
農
家
の
飼
料
代
等

の
負
担
や
経
済
的
負
担
は
大

き
い
。
７
月
の
家
畜
市
場
を

無
理
し
て
開
場
す
る
こ
と
な

い
よ
う
に
支
援
策
を
。

子
牛
を
抱
え
る

畜
産
農
家
へ
の
支
援
策
は
半

島
３
市
が
協
議
し
検
討
し
て

い
る
。

市
場
の
再
開
に
は
か
な
り
の

リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
今
以
上

の
防
疫
体
制
を
必
要
と
す
る
。

平
成
２２
年
度
み

ず
ほ
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
の

パ
ー
ト
職
員
募
集
資
格
が
６０

歳
未
満
と
な
っ
て
い
る
。
平

成
２０
年
度
嘱
託
職
員
の
応
募

資
格
６５
歳
未
満
で
採
用
さ
れ

働
い
て
い
た
人
が
今
回
受
験

で
き
な
く
な
っ
た
。
不
可
解

で
あ
る
。

み
ず
ほ
す
こ

や
か
ラ
ン
ド
施
設
管
理
協
会

は
「
業
務
の
精
査
を
し
、
大

き
な
赤
字
部
分
が
出
た
こ
と

で
見
直
し
を
し
て
年
齢
は
６０

歳
ま
で
と
し
た
。」
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

真
面
目
に
勤
め

て
き
た
人
に
と
っ
て
酷
で
あ

る
。
市
の
施
設
で
あ
る
。
市

民
の
信
義
、
信
頼
を
損
う
行

為
は
適
正
で
な
い
。

職
員
の
民
間
で

の
経
験
を
生
か
す
交
流
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。職

員
の
削

減
の
中
、
今
後
研
究
し
た
い
。

本
年
度
の
職
員

名
簿
に
見
慣
れ
な
い
人
が

載
っ
て
る
。
一
般
職
員
か
特

別
職
員
か
。

一
般
職
で
あ
る
。

一
般
職
で
あ
れ

ば
公
開
募
集
し
た
の
か
。

公
募
し
て
い
な

い
。

地
方
自
治
体
の

職
員
の
採
用
は
地
方
公
務
員

法
に
則
り
公
開
募
集
に
よ
る

競
争
試
験
と
選
考
で
あ
る
。

意
見
を
重
く
受

け
止
め
一
層
職
務
に
精
励
し

て
も
ら
う
。
今
後
は
意
見
を

十
分
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

◎
国
体
の
サ
ッ
カ
ー
場
に
つ
い
て



研究研修費�
1.3％�

資料作成費�
3.2％�

資料購入費�
27.7％�

その他の経費�
20％�

事務所費�
2.8％�

広報費�
5.4％�

調査旅費�
42.7％�

…………………………………
…
…
…
…
…
…
…

…………………………………
…
…
…
…
…
…
…
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平成２１年度政務調査費（後期）報告集計結果

【返還額内訳】 返還者１３名
■１万円未満：４名計 １８，９５３円
■１万円以上５万円未満

：７名 計１５９，０１０円
■５万円以上９万円未満

：２名 計１６３，５０６円

金 額

２，２５０，０００円

３４１，４６９円

１，９０８，５３１円

内 訳

当 初 交 付 額

返 還 額

交 付 確 定 額

（写真左：柴田安宣議員 写真右：小畑吉時議員）

◆政務調査費とは？
議員の調査研究に必要な経費の一部として、会派または議員に対して交付されるお金です。
雲仙市では、一人当たり月額１５，０００円〔年額１８０，０００円（半期ごと９０，０００円）〕が支給されます。
※平成２１年１１月に議員の改選が行われたため、今回の報告は平成２１年度後期分のみとなっています。

○政務調査費交付額：９０，０００円×２５名＝２，２５０，０００円（１名は申請なし）

○政務調査費支出報告額

平平成成２２１１年年度度政政務務調調査査費費（（後後期期））報報告告集集計計結結果果

【注意】
交付確定額（１，９０８，５３１円）
と政務調査費支出報告額の合計
（２，０１４，５８１円）が合わないの
は議員１人当り９万円が上限と
なるため政務調査費支出報告額
の合計が多くなってます。

全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰
平成２２年５月２６日に開催された「全国市議会議長会
第８６回定期総会において、長年にわたり地方自治の発
展と振興に貢献した功績により、雲仙市議会では２名
の議員が表彰を受け、今定例会の開会日に議場におい
て表彰状の伝達が行われました。

○柴田安宣議員（議員１５年以上）

○小畑吉時議員（議員１０年以上）

※勤続年数については、町議会議員の年数を２分の１
通算しています。

主な支出項目

各種セミナー参加料

先進地視察旅費、各種調査旅費

事務用品費、消耗品費、コピー代

新聞購読料、各種書籍購入費

議会報告書印刷代、議会報告書配布代

プリンターインク代、備品修理費等

携帯・固定電話調査目的使用料

金 額

２６，０００

８６０，３００

６４，４４９

５５７，１７３

１０９，５９０

０

０

５５，９０３

３４１，１６６

２，０１４，５８１

科 目

研 究 研 修 費

調 査 旅 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費

広 報 費

広 聴 費

人 件 費

事 務 所 費

その他の経費

合 計

（単位：円）

雲仙市議会だより●第２１号（平成２２年８月）19



宮
崎
県
で
家
畜
伝
染
病
、

口
蹄
疫
が
４
月
２０
日
に
発

生
が
確
認
以
降
、
２８
万
８

千
頭
の
偶
蹄
家
畜
が
殺
傷

処
分
の
処
置
が
と
ら
れ
た
。

本
市
に
お
い
て
は
、
雲
仙

市
口
蹄
疫
防
疫
対
策
本
部

を
設
置
、
関
係
機
関
と
行

政
が
一
丸
と
な
っ
て
、
家

畜
農
家
の
経
営
の
安
定
と

発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
て

い
る
な
か
、
平
成
２２
年
第

２
回
雲
仙
市
議
会
定
例
会

が
６
月
２
日
よ
り
２３
日
ま

で
の
２２
日
間
の
会
期
で
あ

り
、
入
札
参
加
資
格
に
関

す
る
請
願
１
件
を
採
択
、

専
決
処
分
し
た
条
例
３
議

案
、
補
正
予
算
８
議
案
を

承
認
、
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
一
部
修
正
可
決
、

１５
議
案
を
可
決
決
定
さ
れ

た
。

ま
た
、
一
般
質
問
に
１７

名
が
登
壇
、
行
政
の
チ
ェ

ッ
ク
機
能
の
徹
底
を
図
り

市
民
の
皆
様
が
豊
か
で
安

心
安
全
が
実
感
で
き
る
雲

仙
市
実
現
の
た
め
、
梅
雨

空
を
吹
き
飛
す
よ
う
な
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

大
久
保
信
一

議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会

◎

小

田

孝

明

�
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田
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村
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明

大
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二

平
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井
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委
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長
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内 容

議案質疑・委員会付託

付託案件審査
（文教厚生委員会）

付託案件審査
（産業建設委員会）

付託案件審査
（総務委員会）

委員会審査予備日

敬老の日

委員会審査予備日

議会運営委員会

秋分の日

委員長報告
質疑・討論・採決 閉会

種 別

本会議

委員会

委員会

委員会

委員会

休 会

休 会

休 会

委員会

委員会

休 会

本会議

会議時刻

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

曜

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

月 日

１３日

１４日

１５日

１６日

１７日

１８日

１９日

２０日

２１日

２２日

２３日

２４日

内 容

開会、議長報告、市長報告
議案上程・議案理由説明

議案調査日

議案調査日

市政一般質問

市政一般質問

市政一般質問

市政一般質問

市政一般質問

種 別

本会議

休 会

休 会

休 会

休 会

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

休 会

休 会

会議時刻

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

１０：００

曜

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月 日

９月１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

１０日

１１日

１２日

議会を傍聴してみませんか？ 平成２２年第３回
議会定例会会期予定

編�集�後�記

※あくまでも予定ですので、市政一般質問者数などにより日程が変わることもあります。
詳細については、８月２５日�開催予定の議会運営委員会で決定されます。

会期 ９月１日�～９月２４日�まで（２４日間）

号
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